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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第１号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長) 藤澤一渡 (担当) 高橋満 

  

タイトル 安曇野市教育委員会公印規程の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規程の一部改正の可否 

要旨 
標記規程の様式において押印を省略するため、様式中「㊞」の文字

を削るもの 

説明 

１ 改正の趣旨 

文書の押印又は署名は、主として申請書等の私文書の真正を推

定するために求めている。しかし、この規程に基づく様式は、公

務員である市の職員が職務として作成し、公印管理者に対して提

出するものであり、また、書類の内容や真正は電話等で容易に確

認することができる。以上から、公印の利用に関する申請書等に

押印や署名を要しないこととし、記名による申請書を認めるた

め、標記改正を行うもの。 

この改正により、書類作成の簡略化、及び庁内メールによる申

請書等の提出による事務の迅速化を図るもの。 

 

２ 関係条文 

〇民事訴訟法（平成 8年法律第 109 号） 

（文書の成立） 

第 228 条 文書は、その成立が真正であることを証明しなければな

らない。 

２ 文書は、その方式及び趣旨により公務員が職務上作成したもの

と認めるべきときは、真正に成立した公文書と推定する。 

３ 公文書の成立の真否について疑いがあるときは、裁判所は、職

権で、当該官庁又は公署に照会をすることができる。 

４ 私文書は、本人又はその代理人の署名又は押印があるときは、

真正に成立したものと推定する。 

５ (略)  
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  〇
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

公
印

規
程

（
平

成
1
7
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
告

示
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１
号

）
 

改
正
後
 

改
正
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（
電
子
計
算
機
に
よ
る
公
印
）
 

（
電
子
計
算
機
に
よ
る
公
印
）
 

第
12
条
 
（
略
）
 

第
12
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
学
校
教
育
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
策
部
行
革
デ

ジ
タ
ル
推
進
課
長
と
協
議
の
上
、
電
子
印
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不
当
な
使
用
、
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壊
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を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム
機
能
等

が
措
置
さ
れ
て
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る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
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い
。
 

３
 
学
校
教
育
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
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部
情
報
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課
長
と
協
議
の
上
、
電
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印
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当
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使
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止
す
る
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テ
ム
機
能
等
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措
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
・
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（
略
）
 

 

４
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５
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略
）
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改
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年
 
 
 

月
 

 
 
日
 

 
備

 
 

考
 

    

-3-



改
正

後
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３
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８
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関
係
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月
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先
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課
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課
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印

印
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刷
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印
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。
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次
の

と
お

り
公
印
印
影
を
印

刷
し
た
い
の
で

申
請

い
た
し

ま
す

。
 

公
印

の
名

称
 
 

印
 

影
 

保
管

者
 
 

ひ
な

形
番

号
 
 

公
印

の
印

刷
を
要
す

る
文

書
 

 

公
印

印
影

寸
法
 
 

□
 
 
 
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
 
 

 
□

原
寸
 

印
刷

数
量

及
び
使
用

期
間
 

・
 
印
刷
数
量
 
 

 
 
 
 
 

 
枚

（
部
）
 

 ・
 
使
用
期
間
 
 

 
 
年
 
 

月
 

～
 
 
 
年
 

 
月

 

 
印

刷
理

由
 

前
回

印
刷

数
量
 
 

 
 
年
 
 
 
月

印
刷
 
 
 

 
 

 
 
枚
（
部
）
 

担
当

者
 

部
 

課
 

名
 

氏
 
 
名
 

電
話

（
内
線
）
 

 
 

 

      

-4-



改
正

後
 

様
式
第
４
号
（
第
11
条
関
係
）
 

 

年
 
 
月

 
 

日
 
 
 

 
 
 
（
宛
先
）
 
学
校
教
育
課
長
 

課
長
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

電
子

印
使

用
申

請
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
次
の
と
お
り
電
子
印
を
使
用
し
た
い
の
で
申
請
し
ま
す
。
 

電
子
印
に
使
用
す
る
公

印
の
名
称
 

 

ひ
な

形
番

号
 

 

電
子
印
の
使
用
を
必
要

と
す
る
文
書
 

 

電
子

印
の

寸
法
 
 
□
 
 
 
 
 
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
 
 

 
□

 
原
寸
 

使
用

開
始

年
月

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

使
用

理
由
 

 

電
子
印
に
関
す
る
情
報

の
管
理
方
法
 

 

担
当

者
 

部
 

課
 

氏
名
 

 
 

 

 
〔
注
意
事
項
〕
申
請
の
と
き
は
、
電
子
印
を
印
刷
す
る
文
書
等
の

見
本
を
１
部
添

付
す

る
こ
と

。
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長
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改
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係
）
 

 

年
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（
宛
先
）
 
安
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第２号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長) 藤澤一渡 (担当) 高橋満 

  

タイトル 
安曇野市教育委員会の任命に係る会計年度任用職員の勤務時間、休

暇等に関する訓令の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規程の一部改正の可否 

要旨 
６カ月を超えない期間で任用する会計年度任用職員の任用につい

ては、教育部長の専決事項とするもの。 

説明 

１ 改正の趣旨 

 現在、会計年度任用職員の任用については教育長の専決となっ

ているが、緊急を要する会計年度任用職員の短期任用を迅速に行

うため、市長部局の運用に準じ、教育部長の専決事項とするもの。 

 

２ 関係条文 

〇安曇野市教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任

する規則（平成 17 年教育委員会規則第５号） 

（専決） 

第３条 教育長は、第２条の規定にかかわらず、次に掲げる事項を

専決することができる。 

(３) 職員（県費負担教職員を除く。）の任免及び分限に関する

こと（重要なものを除く。）。 

２ (略) 

３ (略) 

４ 教育長は、第１項及び第２項の規定により専決することができ

る事項を安曇野市教育委員会事務局の職員又は…に専決させる

ことができる。 

 

〇安曇野市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する訓令（令

和２年訓令第３号） 

 （任用） 

第２条 会計年度任用職員を任用しようとするときは、会計年度任

用職員任用伺書（様式第１号）により任用しようとする日の 10

日前までに所管部長の決裁を受けなければならない。 

２ (略)  
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安曇野市教育委員会訓令第 号 

安曇野市教育委員会の任命に係る会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する訓令

（令和５年安曇野市教育委員会訓令第５号）の一部を次のように改正する。 

 

令和 年 月 日 

 

                   安曇野市教育委員会 

                   教育長 

 

第２条第１項中「教育長」の次に「（任用期間が６月を超えない場合にあっては、教育

部長）」を加える。 

附 則 

この訓令は、令和 年 月 日から施行する。 
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野
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に
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る
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間
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暇

等
に

関
す

る
訓

令
（
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安
曇

野
市

教
育

委
員

会
訓

令
第

５
号

）

改
正
後
 

改
正
前
 

（
任
用
）
 

（
任
用
）
 

第
２
条
 
会
計
年
度
任
用
職
員
を
任
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
伺
書
（
様

式
第
１
号
）
に
よ
り
、
教
育
長
（
任
用
期
間
が
６
月
を
超
え
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
部
長
）

の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
２
条
 
会
計
年
度
任
用
職
員
を
任
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
伺
書
（
様

式
第
１
号
）
に
よ
り
、
教
育
長
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第３号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長) 藤澤 一渡 (担当) 高橋 満 

  

タイトル 令和４年度事業に係る教育事務の点検評価について 

決定を要する事項の

内容 
令和４年度事業に係る教育事務の点検評価の内容の承認 

要旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162

号）第 26 条及び令和５年２月１日付け文部科学省中等教育局初等

中等教育企画課通知並びに令和５年５月定例会の承認に基づき、令

和４年度事業の点検評価を実施した。これを別冊のとおりまとめた

ので、承認を求めるもの。 

説明 

１ 概要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律は、教育事務につい

て、毎年、管理及び執行の状況の点検・評価を実施し、議会の報

告した上で公表する旨を定めており（第 26 条第１項）、この点

検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者（以

下「外部評価者」）の知見を活用することとしている（同条第２

項）。また令和５年２月１日付け文科省通知では、この点検・評

価の方法につき地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 233 条第

５項に規定する「主要な施策の成果に係る説明書類」の作成をも

って点検・評価の実施及び議会への報告に代えることができるこ

ととされた。以上をふまえ、点検評価を実施し、別冊のとおりと

りまとめた。 

 

２ 経緯 

 (１) 令和５年５月 30 日教育委員会定例会、文科省通知をふま

えた方式による点検評価の実施について承認 

 (２) ８月４日、外部評価者による安曇野市教育委員会の事務の

管理及び執行状況の点検及び評価に関する会議を開催 

 (３) ８月中旬～９月中旬、各課において外部評価者の指摘等を

ふまえて令和４年度事業の振り返りを実施 

 (４) ９月安曇野市議会９月定例会における決算の認定に際し、

併せて「主要な施策の成果に係る説明書類」を提出 

 

 

 

-11-
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第４号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長)藤澤 一渡  (担当)堀内 雅文   

  

タイトル 
令和６年度に安曇野市立小学校で使用する特別支援学級用教科

用図書（一般図書）の採択について 

決定を要する事項の内容  

要旨  

説明 

 

議案第４号は、自治体の実施機関等の内部にお

ける審議、検討 又は 協議に関する情報で、公

にすることにより、率直な意見の交換 又は 意

思決定の 中立性が損なわれる おそれのある案

件として非公開とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



【教育委員会定例会提出資料】 

協議第５号 教 育 部 子ども家庭支援課 

令和５年９月 29 日提出 (課長) 山越 寿彦  (担当係長) 赤羽 賢一 

  

タイトル 
安曇野市ファミリー・サポート・センター事業実施要綱の一部改

正について 

決定を要する事項の内容 
安曇野市ファミリー・サポート・センター事業実施要綱の一部改

正の承認 

要旨 

市内にある病院に市外在住者の子が入院した際、その子の兄弟姉

妹に対して一時的な育児援助が行えるよう要綱の一部を改める

もの。 

説明 

１ 改正理由 

  市内には、県立こども病院をはじめ、子どもの療養のための

入院施設が複数あり、市外在住者も多く利用している。 

現在の要綱では、市外在住者は、市内在勤者を除き子の入院

によりその兄弟姉妹（「児童」）の一時的な育児支援を受けるこ

とができず、入院する子の療養に専念することができない状況

となり苦慮していることが病院などを通じ報告されている。 

以上安曇野市の特性を勘案し、制度の利用基準を拡充し利便

性の向上を図るため要綱を改正するもの。 

  

なお、支援を行う「児童」は、12 歳に達した後最初の３月

31 日までの間にある者とする。 

 

２ 施行日 

承認後、ただちに施行 

 

３ 改正内容 

別紙のとおり 
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議案第５号



  〇
安

曇
野

市
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・

セ
ン

タ
ー

事
業

実
施

要
綱

（
令

和
４

年
安

曇
野

市
教

委
告

示
第

1
2
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
会
員
の
要
件
）
 

（
会
員
の
要
件
）
 

第
６
条
 
会
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
会
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す

る
者
と
す
る
。
 

第
６
条
 
会
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
会
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す

る
者
と
す
る
。
 

(１
) 

依
頼
会
員
 
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有
し
、
第
９
条
に
規
定
す
る
対
象
児
童
を
養
育
す

る
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
市
外
在
住
の
者
が
当
該
対
象
児
童
の
兄
弟
姉
妹
の
市
内
医
療

機
関
へ
の
入
院
に
よ
り
、
一
時
的
に
市
内
に
滞
在
す
る
場
合
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み

な
す
。
 

(１
) 

依
頼
会
員
 
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を
有
し
、
第
９
条
に
規
定
す
る
児
童
を
養
育
す
る

保
護
者
で
あ
る
こ
と
。
 

(２
) 

協
力
会
員
 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
た
満
20
歳
以
上
の
も
の

で
あ
っ
て
、
協
力
会
員
を
対
象
と
し
た
講
習
を
修
了
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

(２
) 

協
力
会
員
 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
た
満
20
歳
以
上
の
者
あ

っ
て
、
協
力
会
員
を
対
象
と
し
た
講
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。
 

(３
) 

（
略
）
 

 

(３
) 

（
略
）
 

 

（
会
員
の
義
務
）
 

（
会
員
の
義
務
）
 

第
８
条
 
前
条
の
登
録
を
受
け
た
会
員
は
、
活
動
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
退
会

し
た
後
も
、
ま
た
、
同
様
と
す
る
。
 

 

第
８
条
 
第
７
条
の
登
録
を
受
け
た
会
員
は
、
活
動
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
退

会
し
た
後
も
、
ま
た
、
同
様
と
す
る
。
 

 

（
助
成
対
象
者
）
 

（
助
成
対
象
者
）
 

第
16
条
 
助
成
の
対
象
と
な
る
者
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
依
頼
会
員
で
あ
っ
て
、
相
互
援
助
活
動

を
利
用
す
る
日
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
市
税
、
保
育
施
設
等
利
用
者
負
担
額
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
者
は
、
助
成
の
対

象
と
し
な
い
。
 

第
16
条
 
助
成
の
対
象
と
な
る
者
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
依
頼
会
員
で
あ
っ
て
、
相
互
援
助
活
動

を
利
用
す
る
日
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
に
属
す
る
者
と
す
る
。
た
だ

し
、
市
税
、
保
育
施
設
等
利
用
者
負
担
額
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
者
は
、
助
成
の
対

象
と
し
な
い
。
 

(１
)～

(５
) 

（
略
）
 

 

(１
)～

(５
) 

（
略
）
 

 

（
交
付
申
請
）
 

（
交
付
申
請
）
 

第
18
条
 
助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
依
頼
会
員
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
安
曇

野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第
４
号
）
を
次
に
掲

げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
18
条
 
助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
依
頼
会
員
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
安
曇

野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第
４
号
）
を
次
に
掲

げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

第
16
条
第
５
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
、
申
請
者
及
び
申
請
者
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者

が
、
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
の
間
に
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
）
の
１
月

１
日
に
お
い
て
市
内
に
住
所
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
証
明
書
 

(２
) 

第
17
条
第
１
項
第
５
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
、
申
請
者
及
び
申
請
者
と
同
一
世
帯
に
属

す
る
者
が
、
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
の
間
に
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
）

の
１
月
１
日
に
お
い
て
市
内
に
住
所
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課

税
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
証
明
書
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改
正
後
 

改
正
前
 

(３
)・

(４
) 

（
略
）
 

(３
)・

(４
) 

（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

 

２
・
３
 
（
略
）
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議案第６号 教育部 各課 

令和５年９月 29 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 
課名 共催 後援 

学校教育課 １件 ２件 
生涯学習課  ３件 
文化課  ３件 

子ども家庭支援課  １件 
 
               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準【抜粋】 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 

 



件
名

主
催

者
種 別

申
請

理
由

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見

包
括

的
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
ー

教
育

に
つ

い
て

講
演

会
と

ユ
ー

ス
セ

ミ
ナ

ー

安
曇

野
こ

ど
も

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

安
曇

野
市

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
推

進
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
共

催
）

後 援

市
内

の
学

校
、

市
民

へ
広

く
し

伝
達

周
知

す
る

た
め

。
ま

た
、

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く
た

め
令

和
5
年

1
1
月

1
1
日

（
土

）
・
同

月
1
2
日

（
日

）
安

曇
野

市
豊

科
交

流
学

習
セ

ン
タ

ー
「
き

ぼ
う

」
多

目
的

ホ
ー

ル

「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
に

あ
わ

せ
、

包
括

的
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
ー

教
育

の
観

点
か

ら
、

こ
ど

も
や

こ
ど

も
を

取
り

巻
く
大

人
が

自
分

自
身

を
大

切
に

し
、

他
者

を
尊

重
す

る
こ

と
を

学
ぶ

機
会

と
す

る

参
加

費
な

し
（
昼

食
代

/
託

児
代

は
別

途
）

1
1
月

1
1
日

（
土

）
：
一

般
講

演
会

「
お

う
ち

か
ら

伝
え

よ
う

生
と

性
の

お
は

な
し

～
お

と
な

は
な

ん
で

こ
ん

な
に

苦
手

な
の

？
～

」
講

師
：
小

貫
大

輔
氏

（
東

海
大

学
国

際
学

部
教

授
）

1
1
月

1
2
日

（
日

）
：
ユ

ー
ス

セ
ミ

ナ
ー

「
自

分
ら

し
く
生

き
る

幸
せ

っ
て

な
ん

だ
ろ

う
？

～
み

ん
な

の
リ

ア
ル

な
セ

イ
事

情
～

」
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
：
小

貫
大

輔
　

氏
（
同

上
）

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

安
曇

野
市

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
研

修
会

（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
安

曇
野

市
校

長
会

/
（
共

催
）
安

曇
野

市
教

育
会

、
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

共 催

安
曇

野
市

内
小

中
学

校
の

教
育

活
動

充
実

に
資

す
る

研
修

会
の

た
め

。
参

加
範

囲
に

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
事

務
局

、
IC

T
委

員
会

委
員

を
含

む
た

め

令
和

5
年

1
0
月

1
2
日

（
木

）

参
加

者
の

在
籍

小
中

学
校

（
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

者
）

豊
科

南
中

学
校

視
聴

覚
室

（
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

で
き

な
い

聴
講

者
）

小
中

学
校

の
教

育
活

動
を

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
の

視
点

で
捉

え
直

し
、

資
質

・
能

力
の

育
成

を
進

め
る

た
め

参
加

費
な

し
講

演
会

「
A

I時
代

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

は
オ

ワ
コ

ン
か

？
～

小
中

学
校

の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

を
考

え
る

～
」

講
師

：
信

州
大

学
教

育
学

部
長

　
村

松
浩

幸
氏

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

ひ
か

り
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
2
3

ひ
か

り
の

学
校

N
e
w

 E
d
u
c
at

io
n

S
c
h
o
o
l 
ひ

か
り

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
2
3

実
行

委
員

会
後 援

地
域

交
流

と
と

も
に

、
活

動
を

広
く
児

童
・

生
徒

や
保

護
者

、
市

内
学

校
宛

て
周

知
し

た
い

令
和

5
年

1
1
月

３
日

（
金

）
　

1
0
:0

0
～

1
4
:0

0
（
雨

天
予

備
日

：
令

和
5
年

1
1
月

4
日

（
土

）
）

ひ
か

り
の

学
校

N
e
w

 E
d
u
c
at

io
n

S
c
h
o
o
l

一
般

へ
の

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

ひ
か

り
の

学
校

利
用

の
子

ど
も

た
ち

お
よ

び
ス

タ
ッ

フ
と

地
域

住
民

の
方

々
と

の
交

流

入
場

料
：
無

料
飲

食
の

振
る

舞
い

（
た

い
焼

き
、

飲
み

物
、

豚
汁

、
わ

た
あ

め
）

出
展

ゲ
ー

ム
（
射

的
、

輪
投

げ
）

ひ
か

り
の

学
校

生
徒

に
よ

る
ダ

ン
ス

発
表

—
—

—
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

学
校

教
育

課
　

共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

９
月

定
例

会
協

議
事

項
）

申
請

者
申

請
日

安
曇

野
こ

ど
も

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

代
表

：
鈴

木
　

翔
子

8
月

2
1
日

ひ
か

り
の

学
校

N
e
w

 E
d
u
c
at

io
n

S
c
h
o
o
l 
ひ

か
り

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
2
3実

行
委

員
会

（
代

表
：
髙

林
　

賢
）

9
月

1
1
日

安
曇

野
市

校
長

会
代

表
：
濱

野
　

久
9
月

6
日



教
育

部
生

涯
学

習
課

共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

９
月

定
例

会
協

議
事

項
）

件
名

主
催

者
(
団

体
)

種
別

申
請

理
由

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（

趣
旨

）
開

催
内

容
R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見
備

考

令
和

５
年

度
長

野
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

研
究

協
議

会

長
野

県
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

会
長

松
井

元

長
野

県
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

後
援

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

は
、

地
域

の
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
に

お
い

て
支

援
、

指
導

活
動

な
ど

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

今
大

会
は

、
そ

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

研
鑽

の
場

で
あ

り
、

さ
ら

な
る

地
域

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
を

図
る

た
め

。

8
月

2
5

日
令

和
５

年
1
0
月

2
1
日

(
土

)

Ａ
Ｎ

Ｃ
ア

リ
ー

ナ
（

安
曇

野
市

総
合

体
育

館
）

県
下

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
参

集
を

得
て

、
市

町
村

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
に

関
す

る
諸

問
題

に
つ

い
て

協
議

し
、

広
く

認
知

さ
れ

る
よ

う
に

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

資
質

向
上

を
図

る
。

・
「

地
域

ス
ポ

ー
　

ツ
」

に
関

す
る

　
基

調
講

演
・

分
　

科
会

・
参

加
料

　
１

人
　

2
,
5
0
0
円

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可
-

家
事

と
家

計
の

ひ
ろ

ば
松

本
友

の
会

降
籏

道
子

松
本

友
の

会
後

援
・

各
施

設
に

広
く

チ
ラ

シ
を

置
い

て
も

ら
う

た
め

・
生

活
を

豊
か

に
す

る
家

事
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

生
涯

学
習

と
し

て
大

切
で

あ
る

た
め

9
月

1
5

日
令

和
５

年
1
1
月

2
5
日

（
土

）
～

1
1
月

2
6
日

（
日

）

松
本

友
の

家
家

計
簿

の
大

切
さ

や
、

子
育

て
・

健
康

・
衣

食
住

の
家

事
の

ヒ
ン

ト
を

伝
え

る

家
計

や
家

事
の

展
示

・
相

談
コ

ー
ナ

ー
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
-

-
-

基
準

第
３

条
第

２
項

に
よ

り
可

2
0
2
2
（

令
和

4
）

年
「

家
事

と
家

計
の

講
習

会
」

後
援

有
り

第
5
4
回

長
野

県
ダ

ン
ス

ス
ポ

ー
ツ

大
会

長
野

県
ダ

ン
ス

ス
ポ

ー
ツ

連
盟

百
瀬

　
芳

正
長

野
県

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
連

盟
後

援
ダ

ン
ス

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

生
涯

学
習

を
推

進
す

る
た

め
。

ま
た

、
小

学
生

か
ら

高
校

生
の

出
場

が
あ

り
、

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
る

た
め

。
9

月
2
6

日
令

和
５

年
1
0
月

2
9
日

（
日

）

Ａ
Ｎ

Ｃ
ア

リ
ー

ナ
（

安
曇

野
市

総
合

体
育

館
）

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
選

手
の

心
身

の
健

全
な

発
達

と
健

康
維

持
増

進
、

ジ
ュ

ニ
ア

選
手

の
育

成
（

将
来

の
国

ス
ポ

選
手

発
掘

）

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
競

技
（

級
別

戦
、

ジ
ュ

ニ
ア

戦
）

基
準

第
３

条
第

２
項

に
よ

り
可

申
請

者
申

請
日
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教
育

部
 文

化
課

 共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
5
年

度
  
9
月

定
例

会
協

議
事

項
）

件
名

主
催

者
(団

体
)

種
別

申
請

理
由

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見

つ
な

が
る

サ
ー

カ
ス

キ
ャ

ラ
バ

ン
医

療
法

人
社

団
オ

レ
ン

ジ
理

事
長

　
紅

谷
浩

之

医
療

法
人

社
団

オ
レ

ン
ジ

後
援

市
内

小
中

学
校

、
公

共
施

設
に

広
く
周

知
し

、
多

く
の

方
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
た

め
。

8
月

5
日

令
和

5
年

1
0
月

9
日

(月
)～

1
2
月

2
4
日

(日
)

安
曇

野
市

（
豊

科
北

小
学

校
・
県

民
豊

科
運

動
広

場
）

軽
井

沢
町

（
中

軽
井

沢
図

書
館

・
ほ

っ
ち

の
ロ

ッ
ヂ

）
松

本
市

（
信

毎
メ

デ
ィ

ア
ガ

ー
デ

ン
）

佐
久

市
（
交

流
文

化
会

館
浅

科
）

医
療

児
ケ

ア
・
重

度
心

身
障

害
の

あ
る

子
ど

も
た

ち
の

表
現

機
会

を
拡

大
す

る
た

め
。

・
気

球
搭

乗
体

験
と

サ
ー

カ
ス

空
中

芸
の

体
験

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
安

曇
野

市
、

軽
井

沢
町

）
・
市

民
参

加
型

サ
ー

カ
ス

公
演

の
開

催
（
松

本
市

、
佐

久
市

）
参

加
料

：
無

料
～

2
,0

0
0
円

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2
項

に
よ

り
可

渡
邉

忠
展

「
E
M

P
T
Y

N
o
.2

3
」

E
M

P
T
Y
W

O
R

K
c
o
o
pe

ra
ti
o
n

A
ss

o
c
ia

ti
o
n

渡
邉

忠

E
M

P
T
Y
W

O
R

K
c
o
o
pe

ra
ti
o

n A
ss

o
c
ia

ti
o

n

後
援

展
覧

会
を

通
し

て
、

美
術

の
多

様
性

を
感

じ
る

機
会

と
し

て
、

安
曇

野
市

の
多

く
の

方
に

展
覧

会
を

知
っ

て
い

た
だ

く
た

め
。

9
月

1
日

令
和

5
年

1
1
月

1
2
日

(日
)～

1
2

月
5
日

（
火

）
豊

科
近

代
美

術
館

現
代

美
術

を
多

く
の

安
曇

野
市

民
の

方
々

に
知

っ
て

頂
き

、
美

術
の

多
様

性
を

感
じ

て
頂

き
た

い
た

め
。

渡
邉

忠
に

よ
る

作
品

展
示

と
、

ト
ー

ク
イ

ベ
ン

ト
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

行
う

。
入

場
無

料
-

-
-

基
準

第
3
条

第
2
項

に
よ

り
可

安
曇

節
パ

ネ
ル

展
有

明
山

語
り

の
会

吉
澤

玄
秀

有
明

山
語

り
の

会
後

援

郷
土

民
謡

安
曇

節
は

松
川

村
の

宝
で

あ
り

、
松

本
平

～
安

曇
平

の
宝

で
あ

る
た

め
、

観
光

振
興

に
つ

な
げ

た
い

。
ま

た
、

活
動

を
通

し
て

、
未

来
に

大
糸

線
の

旅
を

残
し

た
い

。

9
月

1
2

日
令

和
５

年
9
月

3
0
日

(土
)～

1
0

月
9
日

(月
)

池
田

町
東

山
包

美
術

館
（
安

曇
野

東
山

包
美

術
館

）
郷

土
民

謡
安

曇
節

の
次

世
代

へ
の

継
承

と
、

地
域

づ
く
り

活
動

と
し

て
大

糸
線

の
旅

を
未

来
へ

残
す

た
め

。

安
曇

節
に

関
わ

る
パ

ネ
ル

展
示

入
場

無
料

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2
項

に
よ

り
可

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）

-55-



件
名

主
催

者
種 別

申
請

理
由

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R 4
R 3

R 2
所

管
課

意
見

2
0
2
3
年

度
あ

す
な

ろ
U

-
1
0
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
交

流
大

会

一
般

財
団

法
人

長
野

県
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
連

盟
・
長

野
県

小
学

生
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
連

盟

後 援

教
育

委
員

会
の

後
援

に
よ

り
本

事
業

が
青

少
年

健
全

育
成

に
関

わ
る

も
の

と
認

識
し

て
も

ら
う

た
め

。

令
和

５
年

1
1

月
1
8
日

（
土

）
・
1
9
日

（
日

）

明
科

体
育

館
・
豊

科
南

小
学

校
体

育
館

・
堀

金
小

学
校

体
育

館

教
育

的
な

環
境

の
も

と
に

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
通

じ
て

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

意
識

向
上

。
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
に

よ
っ

て
小

学
生

の
体

力
向

上
と

体
力

養
成

に
つ

と
め

る
。

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

。
参

加
料

：
１

チ
ー

ム
2
，

0
0
0円

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

子
ど

も
家

庭
支

援
課

　
共

催
・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

９
月

定
例

会
協

議
事

項
）

申
請

者
申

請
日

安
曇

野
小

学
生

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

 森
哲

夫
9
月

6
日
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第１号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長)藤澤一渡 (担当係長)中田吉成 

  

タイトル 
令和４年度（明許繰越）三郷小学校長寿命化改良工事に係る請

負契約について 

要旨 
三郷小学校長寿命化改良工事実施に伴う請負契約について、建築

主体工事の契約を締結したことを報告するもの。 

 

１ 三郷小学校概要 
 ・建築年度  昭和 44 年度 
 ・敷地面積  38,385 ㎡ 

 ・床面積   12,072 ㎡ 

 
２ 工事概要 
・躯体：外壁、内装の塗装、及び屋根の保護対策工事 
・機械設備：①給排水設備更新 ②電気設備更新 

 ・エネルギー対策：①複層窓の導入 ②ＬＥＤ化 
・その他：①教室配置の見直し ②建具改修 

 
３ 工事期間及び対象校舎 
・工期    令和５年９月から令和８年２月 

（Ｒ５年度～７年度） 
 ・令和５年度（Ⅰ期工事）特別教室棟 452 ㎡ 

 ・令和６年度（Ⅱ期工事）3、4年生棟、図書室ほか 3,242 ㎡ 

 ・令和 7年度（Ⅲ期工事）1、6年生棟、職員室ほか 3,138 ㎡ 

 
４ 契約 
 ・請負業者：北野建設（株）、山共建設（株）ＪＶ 
・請負金額：1,265,000 千円 （税抜 1,150,000 千円） 
・９月５日入札により落札、仮契約の後９月 22 日の本会議 
において議案提出、可決され契約となりました。 

 
５ その他   

仮設校舎はリースで契約し、８月から設置工事を開始してい

ます。 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長)藤澤一渡 (担当)矢野 司    

  

タイトル 安曇野市中学生議会の実施について 

報告を要する事項の内容 中学生議会の開催日時・内容について 

要旨 

中学生が、ふるさと「安曇野」について学ぶ中で感じた市の課題

について質問・提言し、主権者としての意識を高めるため、中学

生議会を開催する。 

説 明 

１ 日程 令和５年 11 月 23 日（木・祝日） 

 

２ 時間 午後１時 00 分～午後４時 20 分 

 

３ 場所 安曇野市役所 本庁舎３階 議場 

 

４ 内容 

（ア）市内中学校より代表チームを公募し、４校により実施する。 

（イ）議場入りする中学生議員は、各チームから２・３名を選出。 

（ウ）学年は問わない。 

（エ）市内中学校では「地域に関わる探究的な学び」を実施し、

文化祭に向けて準備している。この延長線上に位置付ける。 

（オ）授業で行ってきた研究の発表と市への提言を行う。 

（カ）文化祭での映像や写真を使った発表を議会でも行えるよう

にする。ただし、質問（提言部分）は口頭で行う。 

 

５ 質問 

（ア）市への質問・提言内容（通常の通告書）は、10 月 10 日（火）

までに各校より提出される予定。すみやかに担当部へ送付す

る。 

（イ）中学生の質問は、提言型とする。 

 

６ 答弁 

（ア）答弁書は、10 月 31 日（火）までに作成。 

（イ）答弁書は、市長、副市長または教育長が総括的な答弁を行

い、その後各部長から具体的な答弁を行う。 
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（ウ）答弁書の理事者レクを行う（11 月７日午後１時 30 分から

を予定）。 
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令和５年４月 10 日 

令和５年度 安曇野市中学生議会実施要領 

～ふるさと「安曇野」の未来を考える中学生議会～ 

１ 目 的 

ふるさと「安曇野」について、総合的な学習の時間やその他教科学習で培った見方・

考え方や探究的な取り組みの学習成果の発表の場として、中学生議会を位置づける。

自然、産業、生活、福祉、教育などの分野について、よりよいまちづくりに向け提言

を行うことを通して、主権者としての意識を高め、郷土への愛着と誇りをもつ。 
 

２ 日 時 １１月２３日（木） ＊勤労感謝の日 
 
３ 参加者 

（1）生徒 
・市内中学校生徒 各学校より代表チームを公募する。 
 ＊令和５年度参加校：穂高西中学校、明科中学校、豊科南中学校、豊科北中学校 

・当日議場入りする者は、代表チームから選出した中学生議員２、３名とする。 
・学年は問わない。地域に関わる探究的な学びのまとめを文化祭に向けて準備してい

く段階から、議会提言も視野に入れていくようにする。 
 

（2）市関係者 
・議会当日 市長、副市長、教育長、各部長等  

 
（3）事務局 

安曇野市教育委員会事務局学校教育課 教育指導室 
 

４ 校長会への依頼 

４月１０日（月）の校長会において、中学生議会の実施について依頼 
 

５ 日程 

 

日程 内容 

４月１０日（月） ・校長会で周知 

６月上旬 ・ポスターを通して、改めて中学生議会の募集をかける。 

７月下旬まで 

（1 学期末を目安に） 

・希望のある生徒はチームを編成して担任に申し出る。 

＊複数申し出があった場合、各校で１チームを決め出す。 

７月 28 日（金）まで ・各校代表チームの決定。その中から中学生議員の選出 

 ＊各校参加が決定したチームについては、教頭先生を通じて教育指導室矢

野までメールにて連絡をお願いします。 

９月１日（金）まで ・各代表チーム「発表テーマ」を提出 

９月下旬～10 月上旬 ・各中学校文化祭 

９月２０日（水） ・安曇野市部長会で本年度の計画を各部長と共有（矢野） 

10 月 10 日（火）まで ・各チームの「発表資料」（原稿）および「質問・提案書」を提出（各中学） 

10 月 13 日（金） ・提出された「質問・提案書」を答弁担当部局へ（部長レク：課長、矢野） 
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10 月 31 日（火） ・各部局で、通告書と読み原稿をもとに、答弁書を作成 

11 月１日の週 ・教育長レクを実施 

11 月 13 日の週 ・市長レクを実施（教育部で計画） 

11 月 23 日（木） ・午前中リハーサル、午後の本会議 

 

５ 確認事項 

（１）発表資料および「質問・提案書」の作成について 

 ・地域に関わる探究的な学びの内容を紹介については文化祭等で活用したスライド資

料（パワーポイント等）を使用することができる。学習した内容から生まれた提案

（もっとこんなふうになればよいと思う）や質問については、口頭で述べることに

なる。 
・中学生議員の発表資料および「質問・提案書」については、自校の担当教諭を通じて、

市教委へ 10 月 10 日（火）までに提出ください。 
 

（２）学校での指導 

・発表資料や「質問・提案書」の作成については、各校の担当教諭が目を通し、助言・指

導などしていただけるとありがたい。 
・議会当日での発表を想定して支援をお願いしたい。 
 

（３）議員の選出について 
・個人ではなく各学校の代表チームとする。当日は代表者（２、３名）が中学生議員とし

て議場入りし、チームの他のメンバーは傍聴席や別室にて視聴の形で参加も可能。 
 
（４）数多くの方に中学生議会を傍聴して頂くために 
・庁舎４階大会議室でのパブリックビューイング、およびケーブルテレビ（あづみのTV）

の生中継を予定している。 
 

（５）個人情報等の対応について（保護者の方へ） 
・広報をはじめ、各種メディアによる取材があるので、生徒が写真や名前の掲載につい

て、何か不都合のある場合は、事前に事務局までご連絡ください。 
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【お問い合わせ先】 
安曇野市教育委員会 学校教育課 
〒399-8281 安曇野市豊科 6000 番地 
TEL0263-71-246１ FAX 0263-71-2338 

 
期日︓令和５年 11 月２３日（木） 
時間︓午後 1︓00〜午後４︓20 
場所︓安曇野市役所 ３階 議場 

  （議会の様子を 4 階大会議室でも放映） 
市内中学生の若い目線による斬新な発想やアイディアを今後の市政に活かすと共に、 

中学生が主権者の立場で政治への関心を高められるようにするため中学生議会を開催します。 

 
〜ふるさと「安曇野」の未来を考える中学生議会〜 

みなさんがふるさと「安曇野」について学習してきたことを、中学生議会を通して、発信してみませんか。 
 ・当日は、各学校の代表チーム（２、３名）が中学生議員として議場入りし、地域に関わる探究的な学

びの内容を発表・提言していただきます。 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部 学校給食課 

令和 5年 9月 29 日提出 (課長) 西澤 弘修 (担当係長)柴田 裕佳  

  

タイトル 
令和５年度（債務負担行為）堀金学校給食センター設備更新事業

厨房機器等更新工事請負契約について 

要旨 
堀金学校給食センターの厨房機器等の更新工事に伴う請負契約

を締結したので、報告するもの。 

 

１ 堀金学校給食センターの概 要 

・建築年等 平成 17 年３月 鉄筋コンクリート造平屋建て 

・敷地面積 1680.20 ㎡ 

・延床面積 752.16 ㎡ 

 

２ 工事概要 

・搬入口（仮ホーム）工事、厨房機器更新、ボイラー更新、キ

ュービクルの追加設置、照明の更新、配管、配線工事、内部

建具の更新、外壁の補修等 

 

３ 工事期間 

・令和５年９月 22 日～令和６年９月４日 

     

４ 契 約 

 ・請負業者：吉川建設（株）、丸山硝子（株）ＪＶ 

 ・請負金額：339,570 千円 （税抜 308,700 千円） 

 ・９月５日入札により落札、仮契約の後９月 22 の議会本会議

において議案提出、可決され契約となりました。 

 

５ その他 

・堀金学校給食センターの工事期間中の給食の提供は次のとお

り。 

堀金小学校を中部学校給食センターで提供する 

堀金中学校を北部学校給食センターで提供する 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第４号 教育部 子ども家庭支援課 

令和５年９月 29 日提出 (課長) 山越 寿彦  (担当係長) 赤羽 賢一 

  

タイトル 
安曇野市地域子育て支援拠点事業実施支援補助金交付要綱の制

定について 

決定を要する事項の内容 標記要綱を制定したことを報告するもの。 

要旨 
子育て中の親子に居場所を提供する事業者を支援するため、補助

金制度を新設し、交付要綱を定める。 

説明 

１ 制定理由 

子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安や悩

みを相談できる子育て支援の拠点施設を提供する事業者を支

援することで、養育者の育児にかかる心身の負担軽減及び子ど

もの健やかな育ちを促進することを目的とする。  

  

２ 概要 

国が実施する「地域子育て支援拠点事業実施要綱」の基準を

緩和し、将来的に同制度に移行する準備期間として補助金制度

を構築。（別図１） 

市内に拠点となる場所を有する事業者が、子育て親子を対象

に実施する補助対象事業に要する経費について、１施設当たり

年額 500,000 円を上限とし、３年度連続した期間を補助する。 

 

３ 施行日 令和５年９月 22 日 

 

４ 募集期間 令和５年 10 月２日から 11 月 10 日まで 

 

５ 交付決定 令和５年 11 月中旬 

 

６ 補助金交付要綱 別紙のとおり 
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安曇野市告示第  号 

 安曇野市地域子育て支援拠点事業実施支援補助金交付要綱を次のように定める。 

 

  令和 年 月 日 

 

安曇野市長 太田 寛  

 

   安曇野市地域子育て支援拠点事業実施支援補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、子育て親子が気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で相互の交流を行う場所（以下

「拠点」という。）を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行うものに

対し、予算の範囲内で安曇野市地域子育て支援拠点事業実施支援補助金（以下「補助金」という。）

を交付することについて、安曇野市補助金等交付規則（平成17年安曇野市規則第41号）に定めるもの

のほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、「子育て親子」とは、主としておおむね３歳未満の児童及びその保護者

をいう。 

 （対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象となる事業（以下「対象事業」という。）は、地域子育て支援拠点事業実施

要綱（平成 26 年５月 29 日付け雇児発 0529 第 18 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知。以下

「国要綱」という。）第４の第１号アに規定する子育て親子の交流の場の提供と交流の促進及び同号

に規定する次の各号に掲げる取組のいずれか１つ以上を１日につき３時間以上実施するものとする。 

 (１) 子育て等に関する相談又は援助の実施 

 (２) 地域の子育て関連情報の提供 

 (３) 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月１回以上行うものに限る。） 

 （対象団体） 

第４条 補助金の交付の対象となるものは、市内に主たる事務所を置く社会福祉法（昭和26年法律第

45号）第22条に規定する社会福祉法人、特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第２条第２

項に規定する特定非営利活動法人又はこれらに準ずるものとして市長が認める団体等であって、次

に掲げる全ての要件に該当するものとする。 

(１) 同一の拠点に係る対象経費について、国要綱に基づく補助、他の地方公共団体からの補助そ

の他のこれに類するものの交付を受けていないこと。 

 (２) 法人税、消費税、地方消費税及び市税に滞納がないこと。 

 (３) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規

定する暴力団又は暴力団と密接な関係を有する団体でないこと及びその団体等に所属する者が同

条第６号に規定する暴力団員でないこと。 

 (４) 代表者又は役員が禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、又は執行を受けること

がなくなるまでの者ではないこと。 

 (５) 会社更生法（平成14年法律第154号）及び民事再生法（平成11年法律第225号）による手続を

しているものでないこと。 
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 (６) 宗教活動又は政治活動を主たる目的としているものでないこと。 

 （対象経費等） 

第５条 補助金の交付の対象となる経費（以下「対象経費」という。）、交付要件及び補助金額は、次

の表のとおりとする。 

対象経費 交付要件 補助金額 

対象事業を実施す

るために要する次

に掲げる経費とす

る。 

(１) 人件費（賃

金、報償費等） 

(２) 交通費 

(３) 需用費（消耗

品費、光熱水費、

燃料費、印刷製本

費等（飲食に要す

る経費を除く。）） 

(４) 役務費（保険

料、通信運搬費

等） 

(５) 委託費 

(６) 使用料及び

賃借料 

(７) 工事費及び

原材料費 

(８) 備品購入費 

(９) その他市長

が必要と認めた

経費 

(１) 市内において、次に掲げる要件のい

ずれにも該当する場所に拠点を開設する

こと。 

 ア 公共施設、空き店舗、公民館、児童福

祉施設、医療施設その他の子育て親子

が集う場として適した場所であるこ

と。 

イ 対象事業を継続的に実施する単一の

場所であって、その周辺に拠点となり

得る他の場所がないこと。 

ウ おおむね10組の子育て親子が一度に

利用しても差し支えない程度の広さ

（約40平方メートル以上）を有するこ

と。 

エ 授乳場所、流し台、ベビーベッド、遊

具その他の子育て親子が利用するため

に必要な設備を有すること。 

オ おおむね３年以上継続して対象事業

の実施が可能であると見込める場所で

あること。 

カ 建築基準法施行令の一部を改正する

政令（昭和55年政令第196号）による改

正後の建築基準法施行令（昭和25年政

令第388号）に定める耐震基準に適合し

ている場所であること。 

(２) 原則として週３日以上、かつ、１日

３時間以上拠点を開設すること。 

(３) 利用する子育て親子の数がおおむね

週10組以上を見込めること。 

(４) 次のいずれかに該当する者を拠点に

１人以上配置すること。 

 ア 保育士資格を有する者 

 イ 幼稚園教諭免許を有する者 

 ウ 看護師免許を有する者 

１拠点当たり、次の各

号に掲げる額のうち

い ず れ か少 な い額

（1,000円未満の端数

があるときは、その端

数を切り捨てる。）と

する。 

(１) 対象事業の実

施に要した対象経

費の合計額から、当

該対象事業に係る

寄附金その他の収

入額を控除した額 

(２) 50万円。ただ

し、対象事業実施月

（１月のうち、週３

日以上、かつ、１日

３時間以上拠点を

開 設 し た 月 を い

う。）が12月に満た

ない場合は、50万円

に対象事業実施月

数を乗じて得た額

を12で除して得た

額。 
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 エ 保健師免許を有する者 

 オ その他子育ての知識と経験を有する

者 
   

 （交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとするものは、市長が別に定める期日までに、安曇野市補助金等交

付規則第３条の規定による補助金等交付申請書に、次に掲げる書類を添えて市長に提出するものと

する。ただし、添付書類については、市長がその必要がないと認めたときは、省略することができ

る。 

 (１) 申請団体の概要書（様式第１号） 

 (２) 事業実施計画書（様式第２号） 

 (３) 設置場所及び設置施設の概要等（様式第３号） 

 (４) 職員配置状況（様式第４号） 

 (５) 所要額調書（様式第５号） 

 (６) 誓約書（様式第６号） 

 (７) 当該年度の収支予算（見込）書 

 (８) 法人格のない団体については規約 

 (９) その他市長が必要とする書類 

２ 同一の拠点について行う前項の申請は、３年を上限（当該拠点について初めて申請を行った日の

属する年度から連続して申請を行う場合に限る。）とする。 

 （実績報告） 

第７条 交付決定を受けたものは、対象事業の完了した日から起算して１月を経過した日又は交付決

定を受けた日の属する年度の３月31日のいずれか早い日までに、安曇野市補助金等交付規則第10条

の規定による補助事業等実績報告書に、次に掲げる書類を添えて市長に提出するものとする。 

 (１) 所要額調書（様式第７号） 

 (２) 事業実績報告書（様式第８号） 

 (３) 職員配置状況（様式第９号） 

 (４) 当該年度の収支決算（見込）書 

 (５) 領収書の写しその他収支の事実を証する書類 

 (６) その他市長が必要とする書類 

 （書類の整備等） 

第８条 補助金の交付を受けたものは、補助金の経理についての帳簿を備え、補助金とそれ以外の経

理とを明確に区分し、その収支の状況を帳簿に記載し、補助金の使途を明らかにしておかなければ

ならない。 

２ 前項の規定による帳簿及び関係書類は、対象事業の完了した日の属する年度の翌年度から５年間

保管しておかなければならない。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、令和５年10月１日から施行し、令和５年度分の補助金から適用する。 
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様
式
第
１
号
（
第
６
条
関
係
）

 

申
請

団
体

の
概
要
書

 
 
 

年
 

 
月
 
 
日
現

在
 

団
体
・
組
織
の
種
類
 

□
社
会
福
祉
法
人
 
 
□
特
定
非
営
利
活
動
法
人

 
 

□
任
意

団
体

（
法
人
格
な
し
）
 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

団
体
・
組
織
名
 

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

〒
 
 
 
－
 

長
野
県
安
曇
野
市
 

代
表
者
職
・
氏
名
 

 

当
該
申
請
の
担
当
者
氏
名
 

 

電
話
番
号

 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 

団
体
設
立
年
月
日
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 
 

※
任

意
団

体
等

の
場

合
は

、
活

動
開

始
年

月
日
 

法
人
設
立
登
記
年
月
日
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

定
款
、
寄
付
行
為
、
団
体

規
約
等
 

 
有
（
別
添
）
 
・
 
無
（
団
体
の
組
織
・
構
成

・
活

動
内
容

を
示

す
書
面
を
添
付

）
 

活
動
目
的
 

 

主
な
活
動
範
囲
 

□
市
区
内
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
□
県

内
（

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

□
複
数
都
道
府
県
内
（
 
 
 
 
 
 
 
）
□
そ

の
他

（
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

会
員
数
（
社
員
総
数
）
 

 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
実

績
 

 
活
動
期
間
、
活
動
場
所
、

 
 

活
動
内
容
等
を
具
体
的

 
 

に
記
載

 
 

※
別

紙
に

添
付

可
 

様
式

第
２
号
（
第
６

条
関

係
）

 
事
業

実
施
計
画
書

 
 １
 

対
象
施
設
の
概

要
 

 
(
１
) 

施
設
種
別

 
 

 
一
般

型
 

 
 
日
型
（
例

：
一

般
型
５

日
型

）
 

 
(
２
) 

施
設
名
称

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
(
３
) 

所
在
地
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
  
電
話
番
号

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
  
F
AX

番
号

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
(
４
) 

開
設
年
月

日
 

 
 
 

 
 

 
年
 
 
 
月

 
 

 
日
 

 
(
５
) 

開
設
日
数

（
曜

日
）
 

 
 

週
 
 
 
日
（

 
月

・
火
・

水
・

木
・
金
 
曜
日

）
 

 
(
６
) 

土
日
開
設

 
 

 
月
 

 
 

回
開
設
（
土
・

日
曜

日
）
 

・
 

毎
週
 
 
 
曜

日
開
設
 

 
(
７
) 

開
設
時
間

 
 

午
前
・
午
後

 
 
時
 
 
分
 
～

 
午
前
・
午

後
 

 
時
 
 
分
（
 

 
時
間
）
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

う
ち
、

休
憩

 無
 
・
 
有
 （

有
の

場
合
 

 
時

 
 
分
～
 
 

時
 
 
分
）
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

※
１
日

３
時

間
以
上
開
設
す

る
こ

と
。
 

 
(
８
) 

広
さ
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
平
方
メ

ー
ト

ル
（
平

面
図

を
添
付
）
 

 ２
 

従
事
者
の
状
況
 

 
(
１
) 

専
任
の
者

の
状

況
 
 

常
勤

職
員
 
 
 
 

人
（

う
ち
有

資
格

者
の
数
 
 
 

 
人
）
 

 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
非
常
勤
職
員
 

 
 

人
（
う

ち
有
資

格
者

の
数
 
 
 
 

人
）
 

 
(
２
) 

そ
の
他
の

者
の

状
況
 

 
 

 
 
 
 
 
人
 

      

-104-



３
 
事
業
の
内
容

 
具
体
的
な
事
業
内
容

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
事
業
名
 

実
施
予
定
状
況
 

(
１
)
 
子
育

て

親
子

の
交

流

の
場

の
提

供

と
交

流
の

促

進
 

開
設
日
：
毎
週
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
曜
日
・
そ
の
他

（
 
 
 
 

 
）

曜
日
 

開
設
時
間
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

）
 

交
流
促
進
の
工
夫
：
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

）
 

実
施
内
容
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

）
 

予
定
利
用
人
数
：
 
 
 
 
 
 
人
（
保
護
者
 
 
 
 
人
、
子

ど
も
 
 
 

 
人

）
 

(
２
)
 
子
育

て

等
に

関
す

る

相
談

、
援

助

の
実
施
 

面
接
相
談
：
月
・
週
 
 
 
回
実
施
予
定
 

電
話
相
談
：
月
・
週
 
 
 
回
実
施
予
定
 

実
施
内
容
：
 

(
３
)
 
地
域

の

子
育

て
関

連

情
報
の
提
供
 

□
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 
□
保
育
所
 
□
子
育
て
関

連
の
行
事
等
 

□
家
庭
保
育
室
 
□
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

 
□
ベ
ビ
ー

シ
ッ

タ
ー
 

□
一
時
保
育
 
 
□
病
児
保
育
 
 
□
医
療
機
関
 

□
子
育
て
サ
ー
ク
ル
 
 
□
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
の
行

事
等
 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
）
 

(
４
)
 
子
育

て

及
び

子
育

て

支
援

に
関

す

る
講

習
等

の

実
施
 

講
習
会
等
の
実
施
予
定
回
数
：
 
 
 
回
実
施
 

開
催
月
 

実
施
回
数
 

主
な
内
容
 

４
月
 

回
 

 

５
月
 

回
 

 

６
月
 

回
 

 

７
月
 

回
 

 

８
月
 

回
 

 

９
月
 

回
 

 

1
0
月
 

回
 

 

1
1
月
 

回
 

 

1
2
月
 

回
 

 

１
月
 

回
 

 

２
月
 

回
 

 

３
月
 

回
 

 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
）
 

(
５

)
 

利
用

料

金
等
 

会
費
等
（
徴
収
す
る
場
合
）
 

円
 

利
用
料
等
（
徴
収
す
る
場
合
）
 

円
 

(
６

)
 

広
報

の

方
法
 

□
専

用
看

板
等
（
設
置
済

の
も

の
を
含

む
。
）
 

□
チ

ラ
シ

等
の
配
布
（
現

物
を

添
付
す

る
こ

と
。）

 

□
専

用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（

開
設

済
の
も

の
を

含
む
。）

 

□
そ

の
他

（
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
）
 

(
７

)
 

年
間

通

し
て

重
点

的

に
取

り
組

む

テ
ー

マ
や

実

施
事

業
等
 

（
主

な
も

の

を
３
点
）
 

取
組
 

取
組
の
具

体
的

な
内
容
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  様
式
第
３
号
（
第
６
条
関
係
）

 

設
置

場
所
及

び
設
置
施

設
の

概
要
等

 
１

 
概

要
 

区
 
 
 
 
分

 
内
 
 
 
容
 
 
 
等

 

所
 在

 地
 

〒
 
 
 
 
－

 
長
野
県
安
曇
野
市

 
 

設
 置

 方
 法

 
□
 
法
人
等
施
設
内
 
 
 
 
 
 
□
 
法
人
等
敷
地
内

 
□
 
賃
借
（
戸
建
）
 
 
 
 
 
 
□
 
賃
借
（
集
合
住
宅

・
商
業
用
店
舗
、

事
務

所
）

 
□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）

 

最
寄

り
の

駅
、

バ
ス

停
 

等
（

距
離

も
記

入
）

 （
例
）
 
○
○
駅
（
バ
ス
停
）
か
ら
 
徒
歩
 
 
 
分
（
○

○
○
メ
ー
ト
ル
）

 
・

 
・

 

施
設
の
所
有
関
係

 

□
 
自
己
所
有
（
既
存
施
設
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

）
 

□
 
賃
貸
物
件
（
□

 契
約
済
 
□

 契
約
予
定
）

 
（
賃
貸
借
期
間
 
 
 
 
 
 

 
年
）

 
 
 
 
 
 
 
（
年
間
賃
借
料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
円
）

 
□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

）
 

構
 
造

 
□
 
Ｒ
Ｃ
 
 
□
 
鉄
骨
 
 
□
 
簡
易
耐
火
 
 
□
 
木

造
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

建
 築

 年
 月

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月

 

耐
 
震

 
□

 ①
 改

修
不
要
 
 
□

 ②
 耐

震
診
断
の
結
果
、
改

修
不
要

 
 
□

 ③
 改

修
済

 
（
②

に
該
当

：
耐
震

診
断
報

告
書
 
③

に
該
当

：
耐
震

補
強
工

事
実
施

済
を
証

す
る
書

類
が
必

要
で
す
。
）

 

専
用
ス
ペ
ー
ス
の

 
設
置
階
及
び
面
積

 

 
 
 
 
 
階
建
て
の
 
 
 
 
 
階
 
 
 
 
面
積
 
 

 
 
 
平
方
メ
ー

ト
ル

 
 【
２
階
以
上
の
場
合
】
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
有
無
（
 
有
 
・

 
無
 
）

 

付
 帯

 設
 備

 

□
 
授
乳
コ
ー
ナ
ー
 
 
□
 
流
し
台
 
 
 
□
 
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
 

 
□
 
幼
児
用
ト
イ
レ
 
 
□
 
幼
児
用
便
座

 
□
 
遊
 
具
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）

 
□
 
絵
 
本
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）

 
□
 
相
談
ス
ペ
ー
ス
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）

 
□
 
駐
車
ス
ペ
ー
ス
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）

 
□
 
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）

 
□
 
ベ
ビ
ー
カ
ー
置
場
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）

 
□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）

 

  

  ２
 

設
置

場
所

位
置

図
 

位
置
図

 
                                     ※

１
／
10
,
0
00

程
度

の
位

置
図

に
す

る
こ

と
。
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  ３
 

施
設

平
面

図
 

平
面
図

 
                                    ※

１
／
20
0
程

度
の

平
面

図
に

す
る

こ
と

。
 

※
駐

車
場

が
あ

る
場

合
は

、
平

面
図

に
区

画
ご

と
記

入
す

る
こ

と
。

 

  ４
 

設
置

状
況

（
予

定
）

等
の

分
か

る
現

況
写

真
 

                                   

写
真

を
貼

付
し
て

く
だ
さ

い
。
 

写
真

を
貼

付
し
て

く
だ
さ

い
。
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様式第４号（第６条関係） 
職員配置状況 （予定） 

氏 名（年齢） 
勤務形態 

採用年月日 従事時間 資格の所持 研修等の受講歴 
勤務時間 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

(注) １ 「勤務形態」欄には、常勤、非常勤の別を記入すること。 

   ２ 「採用年月日」欄には、施設の専任職員として勤務することになった年月日を記入すること。 

   ３ 「従事時間」欄には、上欄に専任として従事する曜日に○を付し、下欄にその勤務時間を記入すること。 

   ４ 「資格の所持」欄には、該当する項目に○を付すこと。 

   ５ 「研修等の受講歴」欄には、子育て支援に係る研修等の受講歴について記入すること。 

   ６ 記載枠が不足する場合は、適宜追加すること。

 
 

様式第５号（第６条関係） 
所 要 額 調 書 (申 請) 

 
 (施設名称)                     

(単位：円)  
  

 
支   出 
予 定 額 

Ａ 

 
寄附金その他の 
収  入  額 

Ｂ 

 
差 引 額 
（Ａ－Ｂ） 

Ｃ 

 
補助基準額 

 
Ｄ 

 
選 定 額 

（ＣとＤを比較して
少ない方の額） 

Ｅ 

備 考 

一般型 
（常勤・非常勤  日型） 

      

 
選定額は 1,000 円未満を切り捨てること。
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（
自
署
）

 

様
式
第
６
号
（
第
６

条
関
係
）

 

誓
 
約
 

書
 

 
 
年
 

 
月

 
 
日

 
（
宛
先
）
 
安
曇
野
市
長

 

  
安
曇
野
市
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
実
施
支
援
補
助
金
の
交
付
を
申

請
す
る
に
当
た

り
、
現
在
、
下

記
の
全
て
の
要
件
を

満
た
し
て
お
り
、
対
象
事
業
実
施
期
間
及
び
補
助
事

業
終
了
後
の
５

年
間
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
を
維
持
す

る
こ
と
を
誓
約
い
た
し
ま
す
。

 
こ
の
誓
約
が
虚
偽
で
あ
り
、
又
は
こ
の
誓
約
に
反
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
方
が

不
利

益
を
被
る
こ

と
に

あ
っ
て
も
異
議
は
一

切
申
し
立
て
ま
せ
ん
。

 
 

団
体

所
在
地
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
団

体
名

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

代
表

者
氏

名
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
  □

 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
３
年
法
律
第

77
号
）
第
２
条
 

第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は
暴
力
団
と
密
接
な
関
係
を
有

す
る
団
体
で
な
い
こ

と
。

 

□
 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
６
号
に
規
定
す

る
暴

力
団
員

に
該
当
す
る
者
が
申
請
団
体
に
い
な
い
こ
と
。
 

□
 

代
表
者
又
は
役
員
が
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
る
ま
で
、
又

は
執

行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
は
な
い
こ
と
。
 

□
 

会
社
更
生
法
（
平
成

1
4
年
法
律
第

15
4
号
）
及
び
民
事
再
生
法
（
平

成
1
1
年
法

律
第

22
5
号

）

に
よ
る
手
続
を
し
て
い
る
法
人
で
な
い
こ
と
。
 

□
 

宗
教
活
動
又
は
政
治
活
動
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

。
 

□
 

法
人
税
、
消
費
税
、
地
方
消
費
税
及
び
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。
 

※
自

主
申

告
に

よ
り

各
項

目
へ
☑
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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様式第７号（第７条関係） 
所 要 額 調 書 （実 績） 

 
 (施設名称)                     

(単位：円)  
 

 
支 出 額 

 
Ａ 

 
寄附金その他の 
収  入  額 

Ｂ 

 
差 引 額 
（Ａ－Ｂ） 

Ｃ 

 
補助基準額 

 
Ｄ 

 
選 定 額 

（ＣとＤを比較して
少ない方の額） 

Ｅ 

備 考 

一般型 
（常勤・非常勤  日型） 

      

 
選定額は 1,000 円未満を切り捨てること。 
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  様
式
第
８
号
（
第
７

条
関
係
）

 

事
業
実
績
報
告
書

 

１
 
対
象
施
設
の
概

要
 

 
(
１

) 
施
設
種
別
 
 
 
一
般
型
 
 
 
日
型
（
例
：
一
般
型
５

日
型

）
 

 
(
２

) 
施
設
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
(
３

) 
所
在
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
F
A
X
番
号

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
(
４

) 
開
設
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 
(
５

) 
開
設
日
数
（
曜
日
）
 
 
 
週
 
 
 
 
日
（
 
月
・
火
・
水

・
木
・
金
 
曜

日
）
 

 
(
６

) 
土
日
開
設
 
 
 
月
 
 
 
回
開
設
（
土
・
日
曜
日
）
 
・
 

毎
週
 
 
 
曜

日
開
設
 

 
(
７

) 
開
設
時
間
 
 
午
前
・
午
後
 
 
時
 
 
分
 
～
 
午
前
・
午

後
 

 
時
 
 
分
（
 

 
時
間
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
う
ち
、
休
憩
 無

 
・
 
有
 （

有
の
場
合
 

 
時

 
 
分
～
 
 

時
 
 
分
）
 

 
(
８

) 
広
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
方
メ
ー
ト
ル
（
平

面
図

を
添
付
）
 

 ２
 
従
事
者
の
状
況
 

 
(
１

) 
専
任
の
者
の
状
況
 
 
常
勤
職
員
 
 
 
 
人
（
う
ち
有

資
格

者
の
数
 
 
 

 
人
）
 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
非
常
勤
職
員
 
 
 
人
（
う
ち
有
資

格
者

の
数
 
 
 
 

人
）
 

 
(
２

) 
そ
の
他
の
者
の
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

   

  ３
 

事
業
の
内
容
（

具
体

的
な
事

業
内

容
を
記
載
し
て

く
だ

さ
い
。
）

 

事
業
名
 

実
施

状
況
 

(
１

)
 

子
育

て

親
子

の
交

流

の
場

の
提

供

と
交

流
の

促

進
 

開
設

日
：

毎
週
（
 
 
 

 
 

 
）
曜
日
・

そ
の
他
（
 
 
 

 
 
 
）
曜
日
 

開
設

時
間

：（
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

延
べ

利
用

者
数
：
 
 
 

 
人

（
保
護
者
 

 
 
 
人
、
子
ど

も
 
 
 
 
人

）
 

交
流

促
進

の
工
夫
：
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

実
施

内
容

：（
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

(
２

)
 

子
育

て

等
に

関
す

る

相
談

、
援

助

の
実
施
 

面
接

相
談

：
月
・
週
 
 

 
回

実
施
、
年
間

延
べ
利
用
実
績
 

 
 
件
 

電
話

相
談

：
月
・
週
 
 

 
回

実
施
、
年
間

延
べ
利
用
実
績
 

 
 
件
 

主
な

実
施

内
容
：
 

(
３

)
 

地
域

の

子
育

て
関

連

情
報
の
提
供
 

□
地

域
子

育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

 
□
保
育
所

 
□
子
育
て
関
連

の
行
事
等
 

□
家

庭
保

育
室
 
□
フ
ァ

ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
 

□
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
 

□
一

時
保

育
 
□
病
児
保

育
 

 
□
医
療
機

関
 

□
子

育
て

サ
ー
ク
ル
 
 

□
保

健
セ
ン
タ
ー

、
保
健
所
の
行
事

等
 

□
そ

の
他

（
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

(
４

)
 

子
育

て

及
び

子
育

て

支
援

に
関

す

る
講

習
等

の

実
施
 

講
習

会
等

の
実
施
回
数
：

年
間

延
べ
 
 
 

回
実
施
 

講
習

会
等

へ
の
参
加
人
数

：
年

間
延
べ
 
 

 
 
人
 

 

開
催
月
 

実
施
回
数
 

延
べ

人
数
 

主
な
内
容
 

 

４
月
 

回
 

人
 
 

 

５
月
 

回
 

人
 
 

 

６
月
 

回
 

人
 
 

 

７
月
 

回
 

人
 
 

 

８
月
 

回
 

人
 
 

 

９
月
 

回
 

人
 
 

 

1
0
月
 

回
 

人
 
 

 

1
1
月
 

回
 

人
 
 

 

1
2
月
 

回
 

人
 
 

 

１
月
 

回
 

人
 
 

 

２
月
 

回
 

人
 
 

 

３
月
 

回
 

人
 
 

 

そ
の

他
（

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
）
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  (
５

)
 
利

用
料

金
等
 

会
費
等
（
徴
収
し
た
場
合
）
 

円
 

利
用
料
等
（
徴
収
し
た
場
合
）
 

円
 

(
６

)
 
広

報
の

方
法
 

□
専
用
看
板
等
（
設
置
済
の
も
の
を
含
む
。
）
 

□
チ
ラ
シ
等
の
配
布
（
現
物
を
添
付
す
る
こ
と
。）

 

□
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
開
設
済
の
も
の
を
含
む
。）

 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
）
 

(
７

)
 
年

間
通

し
て

重
点
的

に
取

り
組
ん

だ
テ

ー
マ
や

事
業

等
（
主

な
も

の
を
３

点
）
 

取
組
 

取
組
の
内
容
 

実
施
状
況
 

  

  
良

い
・
普
通
・
悪
い
 

  

  
良

い
・
普
通
・
悪
い
 

  

  
良

い
・
普
通
・
悪
い
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様式第９号（第７条関係） 
職 員 配 置 状 況 （実 績） 

氏名（年齢） 
勤務形態 

採用年月日 従事時間 資格の所持 研修等の受講歴 
勤務時間 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師 

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師 

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師 

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師 

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

  
 

  
（月・火・水・木・金・土・日） 

（     ～     ） 

１保育士 ２幼稚園教諭 ３看護師 

４保健師 ５その他（      ） 

主催者 

時 分～ 時 分 研修会名 

(注) １ 「勤務形態」欄には、常勤、非常勤の別を記入すること。 

   ２ 「採用年月日」欄には、施設の専任職員として勤務することになった年月日を記入すること。 

   ３ 「従事時間」欄には、上欄に専任として従事する曜日に○を付し、下欄にその勤務時間を記入すること。 

   ４ 「資格の所持」欄には、該当する項目に○を付すこと。 

   ５ 「研修等の受講歴」欄には、子育て支援に係る研修等の受講歴について記入すること。 

   ６ 記載枠が不足する場合は、適宜追加すること。 
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報告第５号 教育部 各課 

令和５年９月 29 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課 ２件 

生涯学習課 ４件 

文化課 ４件 

子ども家庭支援課 １件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準【抜粋】 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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件
名

主
催

者
種 別

申
請

理
由

開
催

日
専 決

理
由

承 認
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見

信
州

安
曇

野
　

食
の

感
謝

祭
信

州
安

曇
野

新
そ

ば
と

食
の

感
謝

祭
実

行
委

員
会

後 援

広
域

的
に

安
曇

野
市

を
P

R
す

る
イ

ベ
ン

ト
で

あ
り

、
他

の
公

的
機

関
と

共
同

し
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
地

域
経

済
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

た
め

令
和

5
年

1
1
月

1
1
日

（
土

）
、

1
2
日

（
日

）
○

過
去

承
認

〇
穂

高
神

社
特

設
会

場

会
場

内
に

ブ
ー

ス
を

設
け

、
安

曇
野

の
お

い
し

い
特

産
物

を
再

発
見

し
て

い
た

だ
く
こ

と
で

、
新

た
な

安
曇

野
フ

ァ
ン

を
獲

得
す

る
と

と
も

に
安

曇
野

ブ
ラ

ン
ド

の
さ

ら
な

る
向

上
を

図
る

こ
と

で
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
疲

弊
し

た
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
る

。
さ

ら
に

、
市

の
友

好
都

市
と

の
交

流
や

地
域

学
校

の
協

力
を

得
て

、
安

曇
野

の
魅

力
を

市
内

外
へ

広
く
発

信
す

る
。

入
場

料
：
無

料
（
ブ

ー
ス

内
で

の
購

買
は

有
料

）
子

育
て

世
代

、
子

ど
も

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
、

安
曇

野
ブ

ー
ス

、
特

設
ブ

ー
ス

（
ク

ラ
フ

ト
商

品
販

売
等

）
、

イ
ベ

ン
ト

体
験

、
子

ど
も

向
け

体
験

・
講

座
を

開
催

す
る

。

—
—

—

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

基
準

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

。
令

和
元

年
度

ま
で

例
年

承
認

し
た

経
緯

あ
り

。

安
曇

野
の

子
ど

も
を

語
る

会
安

曇
野

市
教

育
会

後 援

市
教

育
委

員
会

の
後

援
に

よ
り

、
安

曇
野

市
の

子
ど

も
た

ち
の

健
全

育
成

を
め

ざ
し

、
様

々
な

立
場

で
情

報
・
意

見
交

換
を

し
て

連
携

を
取

り
合

っ
て

い
く
た

め

令
和

5
年

1
1
月

1
1
日

（
土

）
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

○
過

去
承

認
〇

南
安

曇
教

育
文

化
会

館

「
青

少
年

の
健

全
育

成
を

は
か

っ
て

い
く
た

め
に

、
学

校
・
各

団
体

・
諸

機
関

が
連

携
を

取
り

な
が

ら
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

教
育

力
を

ど
う

高
め

て
い

っ
た

ら
よ

い
か

」
に

つ
い

て
考

え
合

う
機

会
と

す
る

。

参
加

費
な

し
討

議
の

テ
ー

マ
「
地

域
を

愛
し

　
た

く
ま

し
く
生

き
抜

く
「
安

曇
野

市
の

子
ど

も
」
を

育
て

る
に

は
～

産
学

官
一

体
と

な
っ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

～
」

○
—

○
基

準
第

3
条

第
2
項

及
び

基
準

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

安
曇

野
市

教
育

会
（
代

表
：
松

下
　

玲
）

9
月

1
1
日

9
月

1
9
日

学
校

教
育

課
　

共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

９
月

定
例

会
専

決
事

項
）

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）
日

信
州

安
曇

野
新

そ
ば

と
食

の
感

謝
祭

実
行

委
員

会
（
代

表
：
高

橋
　

秀
生

）
9
月

1
2
日

9
月

1
9
日

-116-



教
育

部
生

涯
学

習
課

共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

９
月

定
例

会
専

決
事

項
）

件
名

主
催

者
(団

体
)

種
別

申
請

理
由

開
催

日
専 決

理
由

承
認

会
場

開
催

目
的

（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見
備

考

２
０

２
３

　
ダ

ブ
ル

ス
・
チ

ー
ム

カ
ッ

プ
長

野
県

大
会

安
曇

野
卓

球
連

盟
会

長
小

野
　

樹
佳

長
野

県
卓

球
連

盟
（
主

管
）
安

曇
野

卓
球

連
盟

後
援

安
曇

野
市

で
開

催
す

る
ス

ポ
ー

ツ
振

興
事

業
と

し
て

必
要

9
月

6
日

2
0
2
3
（令

和
５

）
年

1
0月

1
日

（
日

）
○

過
去

承
認

9
月

7
日

穂
高

総
合

体
育

館

長
野

県
卓

球
連

盟
か

ら
の

依
頼

を
受

け
実

施
。

ダ
ブ

ル
ス

団
体

戦
を

行
い

、
チ

ー
ム

間
の

交
流

と
選

手
の

技
術

向
上

を
図

る
。

3
チ

ー
ム

ま
た

は
4
チ

ー
ム

に
よ

る
第

一
次

リ
ー

グ
戦

の
後

、
各

ブ
ロ

ッ
ク

同
一

順
同

士
に

よ
る

決
勝

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

を
行

う
。

参
加

予
定

者
：
約

3
0チ

ー
ム

（
1
5
0人

）
参

加
料

：
ダ

ブ
ル

ス
1
チ

ー
ム

（
３

～
４

人
）
4,

5
0
0円

-
-

-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

令
和

元
年

に
実

施
、

市
教

育
委

員
会

の
後

援
有

り

第
4
4回

穂
高

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

協
会

長
杯

争
奪

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

大
会

穂
高

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

協
会

臼
井

　
敏

夫
穂

高
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
協

会
後

援

ジ
ュ

ニ
ア

の
部

は
、

安
曇

野
市

内
の

小
中

学
生

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
・
健

全
育

成
の

た
め

に
重

要
な

大
会

で
す

。

9
月

1
2

日
令

和
５

年
1
0月

８
日

（
日

）
・９

日
（
月

）
８

：
0
0～

1
8
：
00

○
過

去
承

認
○

9
月

1
5

日
穂

高
総

合
体

育
館

、
穂

高
東

中
学

校
テ

ニ
ス

コ
ー

ト

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

を
通

し
て

体
力

の
向

上
・
相

互
の

親
睦

を
は

か
り

、
活

力
あ

ふ
れ

る
健

康
で

生
き

生
き

と
し

た
生

活
の

実
現

に
寄

与
す

る
た

め

競
技

種
目

：
ダ

ブ
ル

ス
（
一

般
男

女
の

部
、

ジ
ュ

ニ
ア

男
女

の
部

）
競

技
方

法
：
予

選
リ

ー
グ

戦
、

決
勝

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

戦
参

加
料

：
種

目
ダ

ブ
ル

ス
　

1
人

当
た

り
一

般
1
,5

0
0円

、
小

中
学

生
7
0
0円

-
-

-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

令
和

元
年

ま
で

実
施

、
市

教
育

委
員

会
の

後
援

有
り

令
和

２
，

３
、

４
年

は
コ

ロ
ナ

に
よ

り
中

止

2
0
2
3年

松
本

友
の

会
安

曇
野

支
部

家
事

と
家

計
の

講
習

会
松

本
友

の
会

総
リ

ー
ダ

ー
降

籏
　

道
子

松
本

友
の

会
後

援

人
生

1
0
0年

時
代

を
む

か
え

、
如

何
に

健
康

で
い

き
い

き
と

生
き

る
か

、
そ

の
た

め
の

知
恵

を
育

む
こ

と
は

生
涯

学
習

の
土

台
と

な
り

ま
す

。
昨

年
度

の
講

習
会

で
地

域
の

皆
様

か
ら

要
望

が
あ

り
ま

し
た

健
康

を
テ

ー
マ

に
共

に
学

び
合

い
ま

す
の

で
お

願
い

し
ま

す
。

9
月

1
4

日
令

和
５

年
1
1月

1
8日

（
土

）
午

前
1
0
：
0
0～

1
2
：
00

○
過

去
承

認
9

月
1
5

日
豊

科
公

民
館

大
会

議
室

健
康

で
い

き
い

き
と

生
活

す
る

た
め

に
タ

ン
パ

ク
質

2
0ｇ

の
朝

食
作

り
の

知
恵

と
予

算
の

あ
る

家
計

簿
を

紹
介

し
て

家
庭

や
社

会
が

豊
か

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

健
康

で
い

き
い

き
と

　
な

ぜ
、

朝
タ

ン
パ

ク
質

が
大

切
な

の
か

、
朝

た
ん

2
0ｇ

の
メ

ニ
ュ

ー
の

紹
介

身
近

な
と

こ
ろ

か
ら

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s　

ヘ
チ

マ
た

わ
し

、
ミ

ツ
ロ

ウ
ラ

ッ
プ

、
鍋

帽
子

を
使

っ
た

料
理

予
算

の
あ

る
家

計
簿

の
講

習

○
-

-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

令
和

元
年

ま
で

毎
年

実
施

、
市

教
育

委
員

会
の

後
援

有
り

令
和

２
，

３
年

は
コ

ロ
ナ

に
よ

り
中

止

第
5
9回

長
野

県
知

事
杯

争
奪

穂
高

卓
球

大
会

安
曇

野
市

穂
高

卓
球

ク
ラ

ブ
浅

川
　

尚
昭

安
曇

野
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

サ
ー

ク
ル

連
合

（
安

曇
野

市
穂

高
卓

球
ク

ラ
ブ

）

後
援

教
育

、
文

化
及

び
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

向
上

す
る

よ
う

。
8

月
2
5

日
令

和
５

年
９

月
2
4日

（
日

）
○

過
去

承
認

穂
高

会
館

ア
リ

ー
ナ

地
域

文
化

体
育

活
動

と
健

全
な

地
域

社
会

の
発

展
及

び
地

域
の

活
性

化
と

愛
好

家
の

底
辺

拡
大

小
学

生
か

ら
一

般
ま

で
の

男
女

団
体

戦
を

行
い

、
ブ

ロ
ッ

ク
１

位
の

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

戦
予

定
者

人
数

：
県

内
よ

り
約

6
00

人
予

定
一

般
団

体
、

ジ
ュ

ニ
ア

団
体

、
各

１
チ

ー
ム

3
,0

0
0円

-
-

-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

令
和

元
年

に
実

施
、

市
教

育
委

員
会

の
後

援
有

り

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）
日

決
裁

中
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教
育

部
 文

化
課

 共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
5
年

度
  

9
月

定
例

会
報

告
事

項
）

件
名

主
催

者
(団

体
)

種
別

申
請

理
由

開
催

日
専 決

理
由

承 認
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見

第
5
9
回

彫
刻

展
彫

刻
展

の
会

山
崎

亨
彫

刻
展

の
会

後
援

出
品

者
の

多
くが

安
曇

野
市

在
住

者
で

、
そ

の
ほ

と
ん

ど
が

6
0
歳

以
上

で
あ

る
。

市
の

進
め

る
生

涯
学

習
・
芸

術
文

化
振

興
に

寄
与

し
、

後
援

を
い

た
だ

く
こ

と
で

制
作

者
が

自
己

研
鑽

に
励

む
た

め
。

8
月

1
6

日

令
和

5
年

1
1

月
1
0
日

(金
)

～
1
1
月

1
2

日
(日

)

〇
過

去
承

認
〇

8
月

2
5

日
碌

山
公

園
研

成
ホ

ー
ル

第
5
9
回

彫
刻

展
と

し
て

自
己

研
鑽

に
よ

る
彫

刻
作

品
を

展
示

・
発

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

芸
術

文
化

の
振

興
・
発

展
に

寄
与

す
る

。

彫
刻

・
立

体
作

品
・
デ

ッ
サ

ン
作

品
等

の
展

示
発

表
。

（
約

5
0
点

）
入

場
無

料
〇

〇
-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2
号

に
よ

り
可

第
3
5
回

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

演
奏

会
う

し
や

ま
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
ス

ク
ー

ル
牛

山
孝

介
う

し
や

ま
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
ス

ク
ー

ル
後

援

安
曇

野
市

内
の

教
室

に
通

う
生

徒
も

参
加

す
る

た
め

、
市

内
の

多
く
の

方
に

発
表

会
を

聴
い

て
い

た
だ

き
た

い
。

8
月

1
8

日
令

和
5
年

1
1

月
2
5
日

（
土

）
〇

過
去

承
認

〇
8

月
3
1

日
松

本
市

音
楽

文
化

ホ
ー

ル
日

頃
の

練
習

の
成

果
を

発
表

す
る

機
会

と
し

た
い

。

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

ス
ク

ー
ル

に
通

う
生

徒
約

1
5
0名

に
よ

る
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
と

ピ
ア

ノ
の

発
表

会
。

入
場

無
料

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2
号

に
よ

り
可

ほ
の

ぼ
の

力
作

展
（
一

財
）
長

野
県

文
化

振
興

事
業

団

（
一

財
）
長

野
県

文
化

振
興

事
業

団
　

キ
ッ

セ
イ

文
化

ホ
ー

ル
　

館
長

金
井

貞
徳

（
一

財
）
長

野
県

文
化

振
興

事
業

団

後
援

安
曇

野
市

内
の

小
中

学
生

も
参

加
す

る
た

め
、

市
内

の
多

く
の

方
々

見
て

い
た

だ
き

た
く
広

報
周

知
を

し
た

い
た

め
。

8
月

1
4

日

令
和

6
年

2
月

1
6
日

(金
)

～
2
月

1
8
日

(日
)

〇
過

去
承

認
〇

8
月

3
1

日
キ

ッ
セ

イ
文

化
ホ

ー
ル

（
松

本
市

文
化

会
館

）

日
頃

、
造

形
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
養

護
学

校
や

特
別

支
援

学
級

の
児

童
・
生

徒
及

び
社

会
福

祉
施

設
、

授
産

施
設

の
入

・
通

用
者

の
作

品
を

多
く

の
方

々
に

鑑
賞

し
て

い
た

だ
く
事

で
、

芸
術

文
化

の
振

興
を

図
り

、
創

作
活

動
を

奨
励

す
る

。

中
信

地
区

を
中

心
と

す
る

特
別

支
援

学
校

及
び

小
・
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
の

児
童

・
生

徒
、

並
び

に
社

会
福

祉
施

設
（
授

産
施

設
）
の

入
・
通

所
者

の
皆

さ
ん

の
絵

画
、

陶
芸

、
手

芸
、

立
体

作
品

等
の

展
示

。

〇
〇

〇

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2
号

に
よ

り
可

市
民

天
体

観
望

会
「
月

と
土

星
と

木
星

」

フ
ォ

ー
マ

ル
ハ

ウ
ト

（
大

町
エ

ネ
ル

ギ
ー

博
物

館
友

の
会

）

会
長

　
梅

田
敏

男

フ
ォ

ー
マ

ル
ハ

ウ
ト

（
大

町
エ

ネ
ル

ギ
ー

博
物

館
友

の
会

）

後
援

市
内

の
会

場
で

行
う

事
業

で
あ

り
、

天
体

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
文

化
の

振
興

に
寄

与
す

る
た

め
、

多
く
の

市
民

に
周

知
し

た
い

。

9
月

1
1

日
令

和
5
年

1
0

月
2
1
日

（
土

）
〇

過
去

承
認

〇
9

月
1
3

日
豊

科
近

代
美

術
館

前

天
体

望
遠

鏡
を

用
い

て
、

月
、

土
星

、
木

星
な

ど
を

み
て

い
た

だ
き

、
秋

の
星

座
を

ご
案

内
す

る
。

天
体

観
望

会
、

天
体

教
室

を
実

施
す

る
。

参
加

費
無

料
〇

-
-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2
号

に
よ

り
可

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）
日

H
3
0
年

度
に

承
認

あ
り
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件
名

主
催

者
種 別

申
請

理
由

開
催

日
専 決

理
由

承 認
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R 4
R 3

R 2
所

管
課

意
見

あ
づ

み
の

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

K
ID

'S

一
般

社
団

法
人

　
ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト

長
野

県
第

38
団

後 援

安
曇

野
の

子
供

た
ち

に
、

遊
び

の
場

と
企

画
・準

備
の

場
を

提
供

し
、

体
験

活
動

を
通

し
て

青
少

年
の

健
全

育
成

の
一

助
と

し
た

い
た

め
後

援
を

い
た

だ
き

広
く
周

知
し

た
い

。

令
和

５
年

10
月

22
日

（日
）
、

10
月

28
日

（土
）

○
過

去
承

認
○

豊
科

商
工

会
館

安
曇

野
市

の
子

供
た

ち
が

自
分

た
ち

で
遊

び
を

企
画

・
準

備
・
実

施
す

る
場

を
提

供
す

る
と

共
に

、
地

元
の

商
店

街
を

巡
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

交
流

・
異

世
代

交
流

の
場

も
提

供
す

る
。

自
分

た
ち

で
作

る
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

パ
ー
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報告第６号 
 

令和５年度 事業進捗状況報告（懸案事項等）       ＜学校教育課＞ 

 

学校教育担当 
教育指導室 

学校庶務担当 
 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

就学時健診業務 

○令和６年度の就学時健康診断 

・9/13 【眼科事前】西穂高認定こども園 

 

○就学時健康診断に係る準備 

 （保護者宛通知発送、打合せ） 

○令和６年度の就学時健康診断 

・10/5  穂高北・明南・明北小 

・10/12 穂高南・穂高西小 

※以上穂高会館合同実施 

・10/19 【眼科事前】堀金認定こ

ども園 

・10/25 豊科北小 

 

○就学時健康診断に係る準備 

・（保護者宛通知発送、打合せ） 

就学援助事務 

○特別支援教育就学奨励費 

・申請受付 

・認定審査 

 

○就学援助費 

・前期支払に係る調査 

 

○就学援助 

・調査に基づく支給額等変更 

・前期分支払い 

 

○特別支援教育就学奨励費 

・前期支払に係る調査 

・調査に基づく支給額等変更 

GIGA スクール 

○活用支援 

・各学校の授業支援や教員向け研修等を実施 

 

○情報モラル 

 各校において、情報モラルに関する講演会を開催

（5/30～2/16 予定） 

 

○ICT 教育推進委員会 

 穂高西中学校での公開授業、委員会開催（9/22） 

○活用支援 

・授業支援、教職員向け研修 

 

○ICT 教育推進委員会 

・穂高東中学校での公開授業、委

員会開催（10/13） 

安曇野市 

コミュニティスクール事業 

○学校運営協議会運営支援 

 

○地域学校協働本部連絡会 

・9/13 三郷地域 

 

○堀金地域教育関係者連絡会 

・9/15 

○地域学校協働本部連絡会 

 

○朗人大学連携事業 

10/23・24 豊科南中 

10/13 明北小 

学校安全支援事業 

○学校安全総合支援事業 

・8/31 豊科南中学校 

避難訓練及び引き渡し訓練、実践委員会 

 

・9/11 穂高東中学校 

 地域と連携した防災訓練 

 

○交通事故０「ゼロ」プロジェククト 

・実施期間 9/21～11/20 

 

○安曇野市交通安全推進協議会 

・9/28 第１回協議会議 

○学校安全総合支援事業 

・10/23 三郷中学校 

 防災訓練 

 学校防災アドバイザー派遣 
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小規模特認校制度 

○小規模特認校制度説明会 

・8/30 明科南認定こども園保護者 

・8/31 明科北認定こども園保護者 

 

○学校通学区域審議会 

・9/28 第１回審議会 

 

○小規模特認校制度意見交換会 

・10/10、10/23、11/7  

明北小学校保護者 

 

○明科地域園長・校長連携会議 

・10/12 第２回連携会議 

 

○学校通学区域審議会 

・11 月 第２回審議会（調整中） 

不登校支援 

〇教育施設連携促進コーディネーターの活動状況 
（運動支援中の怪我のため、学校教育課担当職員の代理

訪問も含む） 
・民間施設等訪問件数 ９件 

・学校訪問による民間施設等を利用する児童生徒の状況

把握、情報交換 10 校 

〇市内の施設の定期訪問を開始 

 

〇市外にて不登校支援等を実施す

る施設にも随時訪問 

中学生議会 

〇日時 

・令和５年 11月 23 日（木・祝日） 

・午後１時から午後４時 20 分 

〇場所 

・安曇野市役所本庁舎３階 議場 

〇概要 

・市内中学校から４チーム（公募） 

・授業で行ってきた研究の発表と市への提言を行う。 
・文化祭での映像や写真を使った発表を議会でも行える

ようにする。ただし、質問（提言部分）は口頭で行う。 
 

 

広島平和記念式典参加事業 

〇事業概要 

市の平和学習として実施。本年度で 10 回目となる。 

・7/8 事前説明会、第１回学習会 

・8/5～6 広島平和記念式典参加 

・8/19 第２回学習会 

・9/2 第３回学習会、平和学習成果発表会 

〇参加者 

・市内７校の中学生 14 人 

・松本大学生３人（学習サポート） 

 

三郷小学校 

長寿命化改良工事 

〇工事概要 

・躯体：外壁、内装の塗装、及び屋根の保護対策工事 

・機械設備：給排水設備更新、電気設備更新 

・省エネルギー対策：複層窓の導入、LED 照明の更新 

・その他：教室配置の見直し、建具改修 

〇工事期間及び対象校舎 

・工期：令和５年９月から令和８年２月 

（Ｒ5 年度～7 年度） 

・令和５年度（Ⅰ期工事）特別教室棟 

・令和６年度（Ⅱ期工事）３・４年生棟、図書館ほか 

・令和７年度（Ⅲ期工事）１・６年生棟、職員室ほか 

〇その他 

・工事中は仮設校舎を校庭北側に２棟設置する。 
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令和５年度 事業進捗状況報告（懸案事項等）       ＜学校給食課＞ 

 

 

学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
 

給食センター総務費 
〇「中村屋カリーの日」 

9 月 1 日（金）全ての市内小中学校に中村屋のレシピ

によるチキンカレーを提供 

 

わさびコロッケ新キャラクター」

採用作品応募者表彰式 

 令和５年 10 月 11 日（水） 

受賞者  

穂高北小学校２年小林美優菜さん 

穂高東中学校３年藤尾 有那さん 

 

 

学校給食費会計公会計事業 〇令和５年度給食費口座振替 4 期目再振（9月 15 日） 

〇令和５年度給食費口座振替 5 期（10 月 2 日） 

 

○滞納整理の実施 

 

各給食センター管理運営事

業 

〇所管する学校へ安心で安全なおいしい給食を提供で

きるように、施設及び調理環境の整備の実施 

 

 

 

 

堀金給食センター設備更新

事業 

 

○令和５年度堀金学校給食センター設備更新事業厨房

機器等更新工事 

・９月５日入札により落札、仮契約 

・９月 22 の議会本会議提出、可決、契約。 

 

 

〇更新工事期間 

令和５年９月２２日～令和６年９

月４日 
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令和５年度 事業進捗状況報告（懸案事項等）           ＜生涯学習課＞ 

社会教育係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

生涯学習講座事業 

市民大学講座（信州大学連携事

業）豊科交流学習センター「き

ぼう」 

 

安曇野アカデミー 

 穂高交流学習センター「みら

い」 

 

・8/17～9/14 の毎週木曜日に全５回開催

し、延べ 194 人の方が受講された。なお、

９名の方が全５回を受講。 

 

 

本年度のテーマは長編大河小説「安曇野」 

10/26（木）第１回目開催 ※定員 70 人 

 

 

 

 

 

 

第 2 回：11/9、第 3回：11/16 

第 4回：11/30、第 5回：12/10 

学校開放講座 

 

・10/7（土）穂高商業高等学校「初歩から

学ぶ日商簿記３級取得を目指して」 

・10/17（火）明科高等学校「ボールパー

クであそぼう！」 

・10/21（土）南安曇農業高等学校「青空

と緑の中で」 

 

 

 

日本語教室 

 

 

 

 

安曇野市オンラインモデル日本

語教室 ※長野県事業 

・豊科 10 月１・15・22・29 日(日) 

・穂高 10 月７・14・21 日(土) 

・三郷 10 月７・14・21・28 日(土) 

・明科 10 月４・11・18・25 日(水) 

 

・9/28～Ｒ6.2/22 毎週木曜日 19：00～ 

 20：30 

※全 15 回実施、Ｚｏｏｍ使用 

 

 

 

 

 

 

中央公民館事業 

第２回総合芸術展実行委員会 

安曇野市コミュニティ・スクール

研修会 

 

 

  

10/10（火）13：30～15：00 議室 307 

10/17（火）14：00～16：00 豊科公民館 

※５地域合同で講義とグープワークを実

施 
 

 

 

 
豊科生涯学習係 

 
                                  穂高生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
豊科公民館事業 

〇豊科の宝講座「見えない宝・地下水  

のはなし」 

○とよしな de ロゲイニング 2023（運

動会代替事業） 

○スマホ講座「スマホを便利に楽しく

使おう」 

○文化祭菊花展 

○文化祭一般作品展示 

 

 

・10/4（水）13：30 

 

・10/15（日）8：30 

 

・10/17（火）9：30 

 

・10/26（木）～11/3（金）※10/26 審査会 

・10/27（木）～10/29（日） 

 

 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
穂高公民館事業 

〇秋の乗鞍高原滝巡り 

○水彩画教室④ 

○古文書公開講座 

○穂高文化祭 

（カラオケ大会・芸能まつり） 

 

 

・10/13（金）6：20～17：00 

・10/13（金）13：30～16：00 

・10/18（水）13：30～15：00 

・10/27（金）～10/29（日） 
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三郷生涯学習係 

 
堀金生涯学習係 

 
明科生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
三郷公民館事業 

○健康長寿講座 これからの人生教室

○文化産業展 

○三郷地域市民運動会 

○教養講座 自然教室⑥ 植物の知恵

○ふれあいコンサート 

○菊花展 

 

 

・10/5(木)13:30～15:00 

・10/13（金）～10/15（日） 

・10/22(日)8:30～11:30 

・10/26(木)13:30～15:30 

・10/28 (土)9:00～11:30 

・10/30 (月)～11/6（月） 

 

 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
堀金公民館事業 

○拾ケ堰クリーン大作戦 

○堀金地域市民運動会 

○お宝発講座「堀金村の戦争」 

○堀金文化祭（作品展） 

○堀金文化祭（芸能発表会） 

 

 

・10/4（水）9：30～11：30、堀金小周辺 

・10/15（日）9：00～12：00、堀金小学校校庭 

・10/16（月）19：00～ 

・10/27（金）9：00～、堀金総合体育館 

・10/28（土）11：30～、堀金総合体育館 

 

 

 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
明科公民館事業 

○明科地域の寺院の沿革 

○岩洲山ウォーキング 

○干し柿づくり講座 

○明科地域の神社の沿革 

○10 月いいまちサロン 

「平和を願う集い」 

 

・10/12（木）10：00～11：30 

・10/19（木）９：00～15：00 

・10/26（木）９：30～正午 

・10/30（木）10：00～11：30 

・10/31（火）13：30～15：00 
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令和５年度事業進捗状況報告(懸案事項等)     〈文化課〉 

         文化振興担当 

芸術教育普及事業 

事業 現    況 
今後の取り組み 

備  考 

安曇野市美術館博

物館連携事業 

令和５年度 美術館博物館年間予定表 

小中学生を同伴した保護者の入館料を無料とするパスポ

ートの発行(全児童・生徒へ配布) 

７月利用者数：60 人、 

８月利用者数：217 人 

 

東京藝術大学交流

事業 

楽器演奏指導：８月８日（火）明科中 23 人参加 

８月９日(水) 豊科北中 27 人参加 

コンサート：８月９日（水）、穂高会館 来場者 200 人 

 

10 月 リーダーズバンド 

こども病院の病院祭出演 

 

0歳からのミニコン

サート 

第２回 10 月 27 日（金） 

 永井知可子・宮下絵美ピアノ連弾 きぼう、 幼児

連れコンサート 

 

地域創造おんかつ

事業 

パーカッションデュオ「カメハ」によるコンサート及び

学校等へのアウトリーチ 

10 月 20 日(金)午前 明北小学校 

        午後 フリースクールひかりの学校 

10 月 21 日(土)午前 穂高幼稚園 

10 月 22 日(日)午前 コンサート（みらい） 

 

東京藝大・長野県連

携協定事業 安曇

野アーティスト・イ

ン・レジデンス 

東京藝術大学出身の３人のアーティストによる滞在制作 

 鈴木希果（陶芸）・臼井仁美（木工） 

・及川春菜（ガラス） 

 ９月 16 日（土） 臼井仁美 木工ワークショップ（年

輪スタンプ作り） 鐘の鳴る丘集会所 

 10 月７日（土）～19 日（木） 制作作品展示 みらい 

10 月８日（日） 及川春

菜 ガラス×キャンドル

作品制作講座 みらい 

京都芸術大学によ

るアーティスト・イ

ン・レジデンス 

京都芸術大学大学院生 12 人による滞在制作・ワークショ

ップ・展示 

豊科北中美術部員対象ワークショップ 

（地域食材アート、微生物と粘土で造形 等） 

８月５日（土）～７日（月） 30 人参加 

展示 ９月 17 日（日）～24 日（日） みらい、豊科

近代美術館、髙橋節郎記念美術館、鐘の鳴る丘集会

所、市役所本庁舎ロビー 

冬季展示 １月～２月予

定 
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熊井啓顕彰事業 
熊井啓監督作品上映会 「ひかりごけ」 

 ９月 23 日（土） 豊科公民館 

定期上映会  

１月 17 日予定 

ミュージアム活性

化事業（安曇野市美

術館博物館連携事

業） 

 無料開館：9 月 30 日（土）、10 月 1 日（日） 

 学校ミュージアム 

豊科北中学校 10 月 5 日（木）～24 日（火） 

豊科南中学校 10 月 18 日（水） 

豊科東小学校 11 月 28 日（火） 

三郷中学校 11 月 30 日（木） 

 ギャラリートークリレー：10 月 21 日（土） 

～11 月 5 日（日） 

学校ミュージアム 

 穂高幼稚園 12 月 18 日

（月）、 

穂高東中学校 1 月予定 

美術館博物館職員等研修

会 

10 月頃：対話型鑑賞 

12 月頃：修復 

 

文化振興総務費 

事業 現    況 
今後の取り組み 

備  考 

博物館協議会 
令和５年度第２回 

 10 月 12 日（木） きぼう多目的交流ホール 

 

 

文化団体補助事業 

事業 現    況 
今後の取り組み 

備  考 

信州安曇野薪能 

主催 実行委員会 

第 32 回信州安曇野薪能  期日 ８月 19 日(土)  

会場 龍門渕公園 464 人来場 

演目 舞囃子「高砂」、能「半蔀」、狂言「棒縛」、半能「善界」 

 

「安曇野文化」刊行 

 主催 刊行委員会 

第３回編集委員会 10 月 17 日(火)   

ちくに生きものみ

らい基金充当事業 

８月 25 日（金）穂高北小学校２年 

９月７日（木）豊科東小学校 

９月７日（木）、８日（金）穂高西小学校 

９月 11 日（月）三郷小学校 

 

指定管理施設の事業 

事業 現    況 
今後の取り組み 

備  考 

豊科近代美術館 生誕 130 周年記念 宮芳平展（9/8～10/9）  

田淵行男記念館 
常設展示「黒の造形」（6/27～10/15） 常設展示「天然色の世

界」（10/17～2/12） 

髙橋節郎記念美術館 
開館 20 周年記念特別展 あなたの節郎（9/14～12/10）  

穂高陶芸会館 

飯沼飛行士記念館 

常設展示  
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豊科交流学習センタ

ー きぼう 

貸館事業  

 

博物館担当 
郷土博物館事業 

事業(懸案事項) 現    況 
今後の取り組み 

備考 

講座等 

（夏季企画展「古代中世の墓を覗く」関連講座） 

・講座「古代・中世の墓は何を語るのか」 

 期日：9 月 2 日(土)参加者：39 人 

・現地見学会「黄泉の国を覗いてみよう」 

 期日：9 月 16 日(土) 

 

貞享義民記念館事業 

事業(懸案事項) 現    況 
今後の取り組み 

備  考 

企画展示等 

・「シルバーカフェ作品展」 

 会期：9 月 2 日(土)～9 月 10 日(日) 参加者：168 人 

・「白鳥写真展」 

 会期：9 月 15 日(金)～9 月 24 日(日)  

・「加助伝説」（自主企画展） 

9 月 30 日(土) 

～10 月 29 日(日) 

講座等  

（自主企画展関連） 

・講演会「加助が傾けた松

本城」 

 10 月 15 日(日) 

文書館事業 

事業(懸案事項) 現    況 
今後の取り組み 

備  考 
重要文書等収集・

整理 
公開資料点数 公文書 49,903 点、地域資料 50,182 点 

(8 月末現在) (8 月新規点数/公文書 248 点、地域資料 0 点) 
 

企画展示等 
・後期企画展 開館 5 周年記念「受け継がれる地域資料」 

 会期：9 月 14 日(木)～12 月 28 日(木) 
 

講座等 

（後期企画展関連企画） 

・講座「里山の観音信仰 

―古文書にみる栗尾山満願寺の心象風景―」 

 期日：9 月 24 日(日)  

・古文書講座 

 期日：10 月 2 日、16 日、

30 日、11 月 13 日 

(各月曜日) 

市誌編さん 
・安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会） 

 期日：9 月 25 日（月） 

・安曇野市誌編さん専門調

査会（民俗部会） 

 期日：11 月 20 日（予定） 
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文化財保護係 

文化財保護・保全事業 

事業（懸案事項） 特記事項 今後の取り組み 

安曇野市文化財保

存活用地域計画 

・安曇野市文化財保存活用地域計画策定支援業務委託公募型

プロポーザル開催（８月 23 日） 

・第１回 安曇野市文化財保存活用地域計画策定協議会開催 

（10 月 24 日） 

所有者・管理者等の高

齢化が懸念される。実

情に合わせた要綱を改

正に向け研究準備 

 

埋蔵文化財発掘調査事業 

事業（懸案事項） 特記事項 今後の取り組み 

開発事業（公共事業

含む）に対する埋蔵

文化財等の保護協

議 

○周知の埋蔵文化財の照会件数 49 件（８月度） 

○開発事業に対する立ち合い等件数 13 件（８月度）  

古殿屋敷遺跡発掘調査 

（9/４開始～） 

明科廃寺発掘調査 

（再協議） 

 

図書館係 

図書館事業 

事業 

(懸案事項) 
現    況 今後の取り組み 

全館展示 

「みんなでできる SDGｓの取り組み」 

期間：９月 30 日（土）～10 月 26 日（木） 

場所：市内公共図書館５館 

 

三郷図書館 

  図書館講座② 

「ブリザーブドフラワーアレンジメント」 

期日：10 月７日（土）   場所：ゆりのき 

 

中央図書館 

映画上映会 

『アストロボーイ 鉄腕アトム／るんは風の中』 

期日：10 月 13 日（金）  場所：みらい 

 

明科図書館 

ひまわり講座① 

「オリジナルブックスタンドを作ろう！」 

期日：10 月 14 日（土）  場所：ひまわり 

 

豊科図書館 

秋の映画上映会 

「ゴヤの名作と優しいどろぼう」 

期日：10 月 15 日（日）  場所：きぼう 

 

堀金図書館 

  わくわく講座 

「ふうせんであそぼう～いろんな風船と絵本～」 

期日：10 月 15 日（日）  場所：堀金公民館 

 

第２回 

  図書館協議会 

期日：10 月 17 日（火）  場所：みらい 

令和５年度安曇野市図書館事業進捗状況 等 
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令和５年度事業進捗状況報告（懸案事項等） 《子ども家庭支援課》 

子ども子育て政策係  
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

子ども・子育て支援事業 第３次子ども・子育て支援事業計画策定支援業務委託 

事業者 第２次（プロポーザル）審査 ９月27日（水） 

 

児童クラブ整備事業 教室改修工事等の進行状況 

・豊科北 PC教室改修 工事中  

・穂高南 児童会室改修 設計中 

・穂高西 被服室改修 工事中 

・堀金  児童館改修 工事中 

・明北  PC教室改修 工事中 

・三郷  被服室改修 設計発注予定 

 

・改修工事 予定期間８月～１月 

・設計   予定期間８月～10月 

・改修工事 予定期間８月～２月 

・改修工事 予定期間６月～12月 

・改修工事 予定期間６月～11月 

【その他】 

 豊科南、豊科東、三郷は、学校・関

係機関等と調整中 

黒沢洞合自然公園整備事業 

 

 

基本設計の検討 

・第３回洞合自然公園整備検討委員会 

 ９月19日（火） 

・基本計画（案）住民説明会 

 10月１日 三郷公民館講堂 

・第４回洞合自然公園整備検討委員会 

 10月23日（月） 

安曇野自然保育ブランディング事

業 

 ・園庭ミニ田んぼ稲刈り（有明あおぞ

ら認定こども園） 10月２日（月） 

（三郷南部認定こども園ほか８園） 

10月上旬から中旬 

地域子育て支援事業実施支援補助

金事業 

 ・補助金募集開始  

10月２日～11月10日 

 
児童青少年係  

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
青少年センター  ・センターだより発行  10月18日 

・第３回青少年センター運営委員会 

10月27日（予定） 

青少年体験事業 ・子ども文化祭出展者募集受付 

 ９月20日（水）～10月４日（水） 

 

・子ども文化祭ステージ発表代表者会

議  10月18日（土） 

・親子プログラミング教室 

10月21日（土）、22日（日）、 

    28日（土）、29日（日） 

子ども会育成会  ・松本地方子ども会育成連絡会 安全 

講習会・育成者講習会 

 ９月30日（土） 

・第３回子ども会育成会連合会常任委

員会 

 10月５日（木） 

わいわいランド ・放課後子ども総合プラン運営委員会 

〈毎週水曜日に活動〉９月29日（金） 

 

児童館・児童クラブ ・令和６年度児童クラブ入所申請案内（窓口、各児童

クラブ、市HP） 

 ９月１日～ 

・令和６年度児童クラブ申請受付 

９月20日（水）～10月20日（金） 
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子育て給付係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

「令和５年度子育て世帯生活支援

特別給付金（市独自分）」支給開始 

「令和５年度子育て世帯生活支援特別給付金（市独自

分）」：市独自分給付金（２万円/人）の追加支給を開

始。 

・支給対象者「R5子育て世帯生活支援特別給付金（ひ

とり親世帯分・その他世帯分）」受給者 

・対象児童数 約1,800人 

「R5 子育て世帯生活支援特別給付金

（ひとり親世帯分）」５月末支給対象

者：対象児童数 約780人から支給開

始。 

「その他世帯分」「申請支給世帯分」

と順次支給予定。 

 
 

子ども家庭相談担当  
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

【子ども発達支援相談室】 

○遊びの教室 

（体・知覚・社会性を育てる手助

けをする。こあら：1 歳児 いる

か：2歳児） 

○「親子であっぷっぷ」 

（子どもの発達を助け、子どもと

の関わりに困難を抱えている保護

者向け個別相談） 

○はいはいたっちの相談日 

（乳幼児期の運動発達の躓きにつ

いて、早期支援を行う） 

○ことばの相談日 

（言語発達の躓きについて、初期

の相談窓口として課題の改善、緩

和を目指す。） 

○「親子で遊ぼう」R5.8月より 

（乳児期からの遊びを通じ、健や

かな成長を支援する教室） 

○ソーシャルスキルプログラム学

習会 

（認定こども園等の保護者に対

し、子育てのヒントを学ぶ学習会） 

 

○遊びの教室 ９月は５回実施 

こあら穂高（9/11、9/26） 

こあら堀金（9/4、9/25） 

いるか穂高（9/12） 

○「親子であっぷっぷ」 ９月は４回実施 

  （9/6、9/13、9/20、9/27） 

 

 

○はいはいたっちの相談日 ９月は２回実施 

  （9/8、9/22） 

 

○ことばの相談日 ９月は２回実施 

  （9/7、9/21） 

 

 

○親子で遊ぼう ９月は１回実施 

  （9/19） 

 

○ソーシャルスキルプログラム学習会 ９月は２回

実施 

   （9/15、9/22） 

 

 

○遊びの教室 

１０月は8回の実施を予定 

 

 

○親子であっぷっぷ 

１０月は４回の実施を予定 

 

 

○はいはいたっちの相談日 

１０月は２回の実施を予定 

 

○ことばの相談日 

１０月は２回の実施を予定 

 

 

○親子で遊ぼう  

１０月は１回の実施を予定 

 

○ソーシャルスキルプログラム学習

会 

 １０月は２回の実施を予定 
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令和５年度事業進捗状況報告（懸案事項等） 《こども園幼稚園課》 

 
 

保育幼稚園担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 
三郷東部認定こども園建設事業 造成工事工期 

令和５年９月11日から令和６年３月11日 

10月頃から工事に着手 

 

園舎建設工事発注 

令和５年12月頃予定 

開園 

令和７年夏頃予定 

 

上川手認定こども園改修事業 工事期間 

令和５年６月19日から令和６年３月13日 

順調に進んでいる。 

 

 

西穂高認定こども園改修事業 工事期間 

令和５年６月28日から令和６年３月18日 

順調に進んでいる。 
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報告第９号 教育部 学校教育課 

令和５年９月 29 日提出 (課長)藤澤 一渡  (担当)高橋 満 

  

タイトル 教育委員会委員の任命に係る議会同意について 

報告を要する事項 教育委員会委員の任命に係る議会同意についての報告 

要旨 
横内理恵子委員(任期:令和５年 11 月８日まで)の任期満了に伴い、後任委員に

ついて安曇野市議会令和５年９月定例会で同意を得たもの。 

説明 

 
１ 後任委員 

 

(１) 氏名 川北 久美 

(２) 任期 令和５年 11月９日から令和９年 11月８日まで 

 

２ 経緯 

 令和５年９月 22日 議案提出（第 97号） 

        同日 原案可決 

 

３ 根拠規程 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162 号） 

 （任命） 

第４条 略 

２ 委員は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、

教育、学術及び文化（以下単に「教育」という。）に関し識見を有する者のう

ちから、地方公共団体の長が、議会の同意を得て、任命する。 

５ 地方公共団体の長は、第２項の規定による委員の任命にあたっては、委員

の年齢、性別、職業等に著しい偏りが生じないように配慮するとともに、委

員の内に保護者（親権を行う者及び未成年後見人をいう。第 47 条の５第第２

項において同じ。）である者が含まれるようにしなければならない。 

 

 

-149-


